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  第一章 シオン山上の一団


  
    「なお、私が見ていると、見よ、小羊がシオンの山の上に立っており、また、彼と共に十四万四千人がいて、彼の名と彼の父の名がその額に書かれていた。また私は、多くの水の音のような、激しい雷鳴のような、天からの声を聞いた。私が聞いたその声は、琴をひく人が竪琴をひく音のようであった。彼らは、御座の前で、四つの生き物と長老たちの前で、新しい歌を歌う。その歌は、地から外へ買い取られた十四万四千人のほか、だれも学ぶことができなかった。これらの者は、女によって汚されなかった者である。彼らは純潔な者たちである。これらの者は、彼の行く所へはどこへでも従って行く。これらの者は、神と小羊への初穂として、人々の間から買い取られたのである。彼らの口には、偽りが見いだされなかった。彼らには傷がない。」（黙十四・一～五）
  


  この節は神の御旨全体のまさに核心を突いています。これは、人に関する神の御旨と道の歴史におけるいっさいの事に対する鍵である、と感じます。もしこの節を理解するなら、私たちの問題の多くは解決され、私たちが抱えている深い疑問にも答えが与えられるでしょう。ここに集約されているこの問題はとても重大なので、それに関してただならぬ戦いが生じます――霊的戦いだけでなく、非霊的な論争も生じます。自分の立場を明確にしないかぎり、私たちはあまり遠くまで進めないでしょう。そのためには、真の誠実さ、忠信さ、勇気が必要です。


  戦いと論争のこの領域で、とても多くのことを伝える一つの句があります。それは福音的クリスチャンの間ですら深刻な疑義が持たれている句であり、もしそれが神の御言葉の中になければ、私自身もこれが理由でそれを避けていたでしょう。しかし、使徒ヨハネが用いた一つの句によって生じた疑義を、私たちは彼に着せることはできません。そのような句を用いた時に彼が何を言わんとしていたのかを、私たちは誠実に理解しようと努めなければなりません。私が述べているのは「初穂」という句についてです。「これらの者は（中略）小羊への初穂として（中略）買い取られた」。


  おそらく、この句を理解する最も助けになる有益な方法は、それが言及している十四万四千人が誰かを特定しようと努めることでしょう。しかしそうする前に、すなわち、この群れが誰かを特定しようとする前に、その反対の姿勢を取る方がいいでしょう。なぜなら、そのような姿勢には理由があるかもしれないからです。真理の或る特定の面があまりにも強調されすぎて、それが全体的真理と見なされるようになる時――この問題に関しては、ある集団の中で、確かにこれが起きました――反対の姿勢には常に理由があるものなのです。また、そのような誇大な強調により、主の民が分裂して、排他的な優越感を抱く結果になることが許される時、それを疑って反対の態度を取ること、少なくとも反対の立場を取ることには一理あるのです。さらに、誤った点に強調点が置かれて、必然的にバランスの崩れた状況が生じる時、その問題に対する疑問を公にするのは正しいことかもしれません。そして、この特定の問題では、まさにそれが起きたのです。諸々の用語が造られましたが、それらは誤った点を強調するものであることが直ちに明らかになりました。例えば「携挙」という用語と、それと共に「選択的」というあのもう一つの言葉です。この用語は確かに誤った点を強調しています。このような句が使われる時、私たちは的を外します。この用語を造ってそれを用いている人々によって導かれた結論は、からだの分裂を意味します。主がご自身の勝利の喜びと恵みにより、だれかを臨在の中にもたらされる時――主はこれを私たちの生活でほぼ毎瞬行ってくださっています――私たちは決して「あなたはからだの中に分裂を生じさせています」と主を責めたりしません。もし私たちがこれを知ってさえいれば、今この時、世界中の無数の場所から、神の子供たちはその臨在の中に見事に召されようとしているところだったでしょう――言わば、一団全体が直ちに上らんとしているところだったでしょう。主は残りの者たちを少し長く残すことでからだの中に分裂を生じさせられる、とは私たちは決して思いません。強調点が誤っていました。この間違いを直ちに取り除きましょう。なぜなら、その前提は全くの誤りだからです。


  この御言葉に特別な解釈を与えようとしたり、このような結果のいずれかを招く特別な教えを広めようとする意図は、私には全くありません。私が真に望んでいるのは、この問題の核心に至ることです。なぜなら、これには今この時、神にとって又その民にとって途方もない重要性がある、と私は考えているからです――今は終わりの時です。時には、諸々の疑いについて疑うことも必要です。主の権益で最も重要なものの幾つかが、しばしば最も疑問視されてきました。そして、その嫌疑自体が疑わしいものなのです。それは、何か別のものであることが明らかになります。そこには何かがあるか、敵が特に大反対している何かがあるのかもしれません。そこには、おそらく人に恐怖、反抗、憤りを抱かせて、その心を深く掻き立てるような結果をもたらす何かがあるのかもしれません。そのような類の事柄は、たやすくレッテルを貼られてしまうおそれがあります。あるいはそれは、その事柄の中に含まれているもののゆえに神にとって大いに重要な何かを、排除しようとする試みを意味するのかもしれません。ですから、「時には、自分の諸々の疑いについて疑うこと、自分の諸々の疑問に疑問を投げかけること、自分の諸々の反応をふるいにかけることが必要である」と私は述べているのです。人気のあるものが必ずしも正しいとはかぎらないことを思い出そうではありませんか。歴史はそのようなもので満ちています。リスター卿はとても不人気で、防腐剤に関する自分の「理論」のために恐ろしい孤独な戦いをしなければなりませんでした。彼の正しさは一般的に証明されています。それには時間がかかりました。フローレンス・ナイチンゲールは、高位にあるすべての人たちと、必死の戦いを戦いました。彼女は実際には孤独でしたが、徹底的に支持されてきました。人気があるものは、必ずしも、真実、正しいものとはかぎりません。このような問題に直面する時、私たちはこれらのことを思い出さなければなりません。この問題は、すでに述べたように、疑いや反対によって曇らされてきました。


  しかし、この問題に迫ることにしましょう。確かに私たちはみな、次のことを信じる用意があります。第一に、「小羊の行く所へはどこへでも従って行く」ことは、重大かつ厳粛な重要性を帯びた事柄です。第二に、皆がそうしているわけではありません。これで一件落着ではないでしょうか？「これらの者は、小羊の行く所へはどこへでも従って行く」――これは神にとっても私たちにとっても最も大事なことです。そして、これは疑いや拒否の対象にすべきものではありません。


  天のシオン


  しかし、「これは或る特定の群れのことである」と述べられていることがわかります。彼らは、まさにこの特徴によって、他の者たちから区別されています。彼らを見て、彼らが誰かを特定してください。彼らは地から外へ買い取られた一団であり、ただたんに地から買い取られたのでも、地で買い取られたのでもありません。地から外へ買い取られたのです。小羊への初穂となるために買い取られ、小羊と共にシオンの山の上に立ちます。その場所は裁きの開始前であることに注意してください。この群れは天にいます。これに間違いはありません。それゆえ、これは地ではなく天のシオンであることを、それは意味します。このシオンは天にあります。これはヘブル書十二章のシオンです――「あなたたちはシオンの山に（中略）天のエルサレムに来ているのです」。これがここのシオンです。これを述べておく必要があります。なぜなら、黙示録の中には、イスラエルの諸部族からの別の群れを伴う別のシオンもあるからです。それは七章の中にあり、それはこの群れではありません。これは天の一団であり、彼らは御座の前の天で歌っています。顕著な天的性質が、この人々の特徴です。他の何者にもまして、また他のすべての者たちの前で、この人々は天的性質を現します。


  勝利者たち


  次のことに注意してください――これは途方もない効力を及ぼす点です――この書の最初の数章にある勝利者たちへの諸々の約束は、この群れにおいて成就されていることがわかります。主は勝利を得る或る人々に関して、「わたしは彼らの上に、わたしの神とわたし自身の新しい名を記そう」（黙三・十二）と仰せられました。こうあります、「彼の名と彼の父の名がその額に書かれていた」。この人たちは勝利した人々であり、諸教会の中の他の人々から区別されています。


  完全な統治


  そして次に、彼らは特定の人数であり、特別な一団であることが述べられています――彼らは十四万四千人です。これは確かに、「小羊」という言葉を文字どおり受け取ってはならないのと同じように、文字どおり受け取るべきではありません。それはある意味を帯びた数です。十二かける十二です。それは統治であり、統治の数であり、完成された統治です。しかし、これは彼らを区別するものであることを、もう一度見てください。私たちは後で、だれも数えることのできない大群衆に来ますが、この人々は数えられています。彼らは、はっきりと異なる特別な一団です。


  純潔な民


  彼らに関する他の特別な点にも注意してください。「地から外へ買い取られ（中略）女によって汚されなかった。彼らは純潔な者たちだからである」。この御言葉の中に、文字どおりの意味を読み取ってはなりません。そのような意味は全くありえません。旧約聖書と新約聖書の全体を通して、神の選びの民は純潔な民と見なされていますが、これはその特定の意味と調和しています。イスラエルが姦淫を犯したのは、他の諸国民、この世の民族と霊的関係を持つことによる姦淫でした。純潔の意味は次のとおりです――すなわち、この世の背後にあるあの霊的体系から絶対的に分離して、その分離を維持することです。それとのつながりが決してあってはなりません。今日、この問題は喫緊の問題です。中国に行けば、これが喫緊の問題かどうか、自分がこの大きな姦淫に、大きな赤い龍に降伏するかどうかがわかります。今、それは生か死かの問題であり、この人たちは降伏しなかった人々です。彼らは純粋さを保ち、汚されませんでした。彼らは「小羊の行く所へはどこへでも従って行」きます。常にそうしてきたからです。それが習慣になったのです。これが彼らの内に生じて、彼らの中に造られた気質です。彼らは地上でそうしましたが、そうし続けます。彼らは発作的に小羊に従う人々ではありません。ある日は前進するけれども翌日は後退するような人々ではありません。彼らは絶えず小羊に従います。それは主イエスに対する徹底的な献身です。彼らは小羊への初穂です。「小羊への初穂」と述べられていることに注意してください。彼らの内で小羊の性格と御業が初めて成熟に達します。彼らの中に、彼はまずご自身の魂の苦しみを見て、そして満足されます。それは小羊のためであり、その満足のためです。


  「小羊への」


  それはこれを意味します。すなわち、救いに関する彼らの観念は個人的利益によって支配されておらず、また、彼らは救われて自分のために救いを享受するために救われようとしたのではないのです。彼らの観念では、救いは全く主に対するものであり、主のためです。これは完全にいっそう高い水準にあります。これは区別を設けるものであると、私は示唆したいと思います。自分が救いを得るために救われることを喜ぶ多くの人々、クリスチャンがいます。なぜなら、彼らにとって救われることは良いことだからです。救いは彼らのために多くのものを保証してくれますし、それは天と栄光を意味します。しかし、これらの別の人々の主要な関心事は小羊の栄光です。「小羊への」。彼らは彼が行く所へはどこへでも従って行きます。


  「キリストの苦難の交わり」


  当然ながら、王の行く所へはどこへでも従って行くことの方が容易かもしれません。彼が肉身にあった時代、彼が行く所へはどこへでも追いかけて行く多くの人々がいました。彼らが常にそこにいるのをあなたは見いだします。ああ、彼は「パンと魚」と仰せられました。彼らがそこにいたのは彼の力強い御業を見るためでした。しかし、この人々は小羊に従います。これは、彼らには「キリストの苦難の交わり」に――この句を最初に用いた使徒のように――応じる意向があったことを意味します。使徒にとって、キリストの苦難の交わりは避けるべきものではありませんでした。「それは私がキリストとその苦難の交わりとを知るためです」（ピリ三・十）。小羊の苦難にあずかる意向がそこにはありました。これは特別な種類の民、特別な一団という結果になります。それをこのように見るとき、私たちの諸々の疑いや私たちの諸々の恐れはなくなります。これらの人々が誰なのかを特定するなら、他の立場は道を譲ることになります。


  私たちが小羊について述べてきたいっさいのこととの関連の中でそれを見るとき、これが一体何を意味するのかが明らかになります。つまり、あなたは小羊に関する神の御言葉全体を理解し、この人々が誰であり、何者なのかを理解します。なぜならこの人々は、疑いなく、小羊というこの句が意味するいっさいのもの、小羊の命、小羊の性格、小羊の御業を受け入れ、それにあずかり、その化身となったからです。


  これが示しているのは、第一に、小羊であるキリストとの特別な交わりによって選定・区別された一団です。小羊という言葉、小羊という御名を、その全き意義と共に、よく見てください。次にここで、小羊であるキリストと特別な関係にある一つの民を、彼が小羊である意味と共に、見てください。この群れに与えられる特別な栄誉があることに、疑いはほぼありません。彼らの地位は、特別な栄誉ある地位です。彼らについて述べるその口調は、主にとって大いに聖なる貴重な意味を持つ民について述べる口調そのものです。


  苦難を通して学んだ歌


  彼らは一つの独占的な秘訣を持っています。彼らは一つの歌を歌います。この十四万四千人以外、だれもその歌を学べませんでした。他の何者もその能力を持っていませんでした。彼らはこの独占的秘訣をどのように得たのでしょう？ああ、その答えは私たちの多くの経験の核心を突きます。ご存じのように、次のことは一つの確かな原理です。すなわち、あなたは苦難を通して、それ以外の方法では学べない諸々の秘訣を学ぶのです。だれも知らないそれらの秘訣を私たちが学ぶのは、苦難の中でです。私たちはそれらの秘訣を説明することも、教えることもできませんし、他の人々に理解させることもできません。私たちにはこう述べることしかできません。「私がくぐり抜けたものをあなたもくぐり抜ける時、あなたは理解し、知るようになるでしょう。それまでは、それはあなたに対して全く閉ざされています」。この人々は或る道の中にいたのであり、その道の中で何かのための能力が形造られたのです。


  「初穂」


  これもまた、核心を突きます。彼らは或る能力を持つ人々であり、これは主にとってとても大きなことを意味します。これを「初穂」という句は確かに明らかにしており、内包しています。最初のものは常に決定的なものです。そして、神の御言葉には次のような原則があります。すなわち、ある事柄が聖書の中で初めて言及されるとき、それは常に、それに関して後で生じるものをすべて内在的に含んでいるのです。この人々、この群れには内在的価値があります。与える能力が形造られているのです。その絵図は黙示録の最後で変化します。そこには都があり、そしてまさにその御座から諸国民の健康のためであるものが流れ出ます。このまさに核心的なものから、諸国民は価値あるものを得ます。この内在的価値を持つものは、何度も何度も再生して、この「都」を中心とする多くの者たちに益を及ぼせます。初穂――ああ、確かに、価値あるものを持っているのは彼らだけではありませんが、彼らが最初にそれを得るのであり、しかも、それを他の人々のために得るのです。それは分け与える力であり、苦難の中で形造られた能力によります。


  これは原則に適っているのではないでしょうか？あなたたちの大部分は、自分自身の経験から、次のことを確かにご存じでしょう。すなわち、仮にあなたがだれかを助けてこれたとするなら、それは彼らを助けるための能力をあなたの中に形造る経験をあなたが通ったからなのです。あなたがだれかを助けてこれたのは、あなたが情報を伝えたからではありません。経験を通して、しかも、痛ましい経験を通して、神があなたの内になさった深い御業の結果だったのです。このような方法で、この人々はまず統治します。与える能力、分与する能力によって、彼らは統治します。彼らは一つの独占的秘訣を持っています。彼ら以外のだれも、この秘訣を学べません。彼らは或る徹底的な道を通ったこと、そして、主に仕える徹底的な立場にあることが、ここで暗示されています。


  神の満足を第一とすること


  彼らが神の御旨に関して何を完全に表しているのかは、ここでは告げられていません。しかし、神のより豊かな啓示の光に照らして彼らを見ることができます。小羊の意味に関するより豊かな啓示を取り上げる時、この小羊の群れ、小羊の行く所へはどこへでも従って行くこの人々が何者なのか、私たちは理解し始めます。後で私たちはそうするかもしれませんが、ここでは一つか二つの点に言及することにします。この人々は、まず第一に、特別な方法で神を満足させます――神の満足を第一としています。彼らは、神が聖徒たちの中に求めておられる嗣業を神に与え、神に応じました。これは大したことです。御心をその上に堅く定めてきたものを神が獲得されることは、決して小さなことではありません。神が満足を見いだされること――確かに彼らはこれを表しています。


  しかし、ここに注目に値する点があります。彼らは歌います――彼らの歌がどのように描写されているのかに注意してください。「多くの水の音のような、激しい雷鳴のような」。なんという音量！「私が聞いたその声は、琴をひく人が竪琴をひく音のようであった。彼らは御座の前で新しい歌を歌う」。これの何が注目に値するのでしょう？この人々はただならぬ方法で苦難を経験した人々です。この人々は小羊と共に進んだ人々であり――これは常に苦難と犠牲を意味します――彼らは心からこのような大声で、このように見事に歌います。それゆえ、この歌を伝える言葉を見つけるのは困難であることを使徒は見いだします。それは何を意味するのでしょう？ああ、どの苦難にも無限の価値があったことを、彼らは理解したのです。結局のところ、「主は自分たちに反対しておられる」と考えるよう誘惑された時でも、実はそうではなかったことを、彼らは理解したのです。結局のところ、それは敵が彼らの苦難の意味としてでっちあげた諸々の理由によるものではありませんでした。そうです、これには言語を絶する価値と意義を有する何かがあったのです。勇気を奮い立たせ続けるために歌う人々がいることは承知しています。おそらく、特別な理由が何もなくても、歌う人々がいることは承知しています――しかし、ここのこの人々は、意味も目的もなく歌っているのではありません。彼らが今歌うのは、主の諸々の道に全く感謝しているからです。それはこれを意味するにちがいありません。彼らは小羊に従い、徹底的に十字架の道を行きました。十字架とキリストの苦難の中に最も深く入り込んだ人々こそ、永遠において最も大声で歌う人々です。彼らは十分に、苦難を通して神の愛を発見しました。彼らは御座の前で歌います。私たちはしばしば御座の前で、苦々しさと反逆のうちに、文句を言い、つぶやき、絶望します。最終的に――小羊の行く所へはどこへでも従って行く人々にとって――これが唯一の歌になります。この歌を他の人々は全く知ることも理解することもできません。


  結局のところ、これを疑う余地は全くありません。これは主にとってとても貴重なものです。冒頭で述べたように、それはとても多くの問題を解決するでしょう。私たちの多くを悩ませている問題の一つは、「なぜ主は私たちをこのような特別に困難な道に連れて行かれるのだろう？」ということです。主は他のクリスチャンたちをこの道に連れて行っているようには思われませんし、彼らは比較的楽な時を過ごしているように思われます。なぜ私たちはこのように困難な時を過ごさなければならないのでしょう？これが私たちが抱えている問題の一つです。他の人々は何でもすることができますし、それでもクリスチャンであって救われています。しかし、主は私たちに対してこれを許そうとはされません。他の人々はかなりのことを許してもらって、幸福なクリスチャンのままでいられるのに、しかしどういうわけか、主は私たちにはそれを許してくださいません。彼は実に辛い方法で導いておられます。ここにその理由があります。それは黙示録十四章のこれらの節の中心にあります。その上に主の心は据えられています。私たちに対する主の特別な、ただならぬ諸々の取り扱いや諸々の道に対して、また、その中を主が私たちを導いておられる諸々の苦難に対して、私たちが取るべき正しい姿勢を恵みによって見いだせてさえいれば。もしその正しい姿勢を取れていれば、私たちは次のような姿勢を取っていたでしょう――主はご自身にとって特別に価値あるものを求めておられますから、私たちは次のパウロの言葉に何らかの新たな意義を見いださなければなりません――「あなたたちはキリストのために、彼を信じることだけでなく、彼のために苦しむことをも賜っているのです」。「あなたたちは苦しむことを賜っています」。おそらく、これは主が多くの人には任せられない委託です。主がご自身の子らの多くに、ある一定量を超えた苦難を任せられたかどうかは疑問です。


  私たちは少しの間これを保留しなければなりません。もしこれまで述べてきたことが真実だとするなら、もし主がこの人々によって特別に価値あるものを示しておられるとするなら、偏見、歪曲、恐れにはすべて説明がつくのではないでしょうか？これがその理由ではないでしょうか？主をきわみまでも完全に満足させるものよりも劣ったものをいっさい受け入れないよう、どうか主が私たちに恵みを与えてくださいますように。


  



  第二章 小羊


  



  聖書朗読：黙十四・一～五、使二・二三、エペ一・四～十一


  
    「これらの者は、小羊の行く所へはどこへでも従って行く。」（黙十四・四）
  


  私たちの前の黙想では、十四万四千人の小羊の従者たちが誰なのかを特定することに時間を費やしました。そのとき網羅した基礎をおさらいするまでもなく、それを思い出しさえするなら、次のことは完全に明らかであるように思われます。すなわち、この特別な集団は、黙示録の中で言及されている主の民の他の諸々の集団とは区別される異なったものを表しているのです。彼らは「小羊の行く所へはどこへでも従って行く」というこの特徴によって区別されています。その結果、彼らは栄光の主にとって特別な価値と務めを有する或る場所に至ります。


  永遠の小羊であるキリスト


  いま私たちはこの問題を追うことにします。それは、「小羊の行く所へはどこへでも従って行く」こと、すなわち無条件の徹底的姿勢が何を意味するのか、あるいは少なくともそれが意味するところを、幾らかでも見るよう努めるためです。そこで、「小羊」というこの名称そのものに導いてもらうことにします。聖書を調べて、この小羊を最初に垣間見せている箇所を探すなら――私が述べているのは小羊たち（lambs）のことではなくこの小羊（the Lamb）のことです――私たちはそれをこの黙示録十三・八の中に見いだします――「地上に住むすべての者たち、すなわち、ほふられた小羊の命の書に世の基から名が書き記されていなかった者はみな、彼を礼拝するであろう」。この箇所には「世の基からほふられていた小羊の命の書に書き記されて」という別訳があることがわかります。私はこちらの方がより正確な語順だと思います。「世の基からほふられていた小羊」。確かに、小羊であるキリストを私たちが垣間見るのはこれが最初です。「世の基からほふられていた」――これは注目に値する声明です。この「基」という言葉は、より逐語的に「世を据えること」――すなわち、創造に関する計画全般を立てること――と訳せることを、おそらくあなたはご存じでしょう。私たちは計画、構想、事業計画を立てることについて話しますが、神が創造に関するこの計画、構想、事業計画を立てられた時、当時、神の意図によると、この小羊はほふられていたのです。もちろん、これがまず第一に意味するのは、十字架は後で考案されたものではないということです。十字架は、非常事態のために後で考案されて導入されたものではありません。十字架を神は予知しておられました。使徒行伝二・二三にあるとおりです――「神の決議と予知によって引き渡された」。「神の予知によって引き渡された」。「世の基からほふられていた小羊」。


  これは永遠からの神の諸々の熟慮に私たちを連れ戻します。ある御旨が形成され、企画・開始されました。ここで私たちは、自分たちが何度も神格のこれらの熟慮の中にあるのを見いだします。これらの熟慮についてパウロはとてもたくさん言及しています――素晴らしい、偉大な、輝かしい熟慮です。永遠の時の前になされたこれらの熟慮は、なんと完全で、遠くまで及ぶ、輝かしいものだったことでしょう。これは、それに関して私たちが一生黙想・瞑想・熟考したとしても、決して尽きることのない問題です。神の永遠の熟慮、神の予知、神の予定的御旨について大いに述べている御言葉のこれらの箇所に、私たちは何回戻ったことでしょう。それでも、表面にさえ触れていないと感じるのです。常にさらに優ったものがあります。そうです、それはみな、前からそこにありました。そして神が、言わば、彼の偉大で普遍的な永遠の計画・御旨の草案を描かれた時、神はそれと同時にその崩壊をも予期されました。ご自身の諸々の意図に反対する或る強力な霊的反応として起きるであろうことを、神は予見されました。神はこの状況をすべて受け入れました。御旨の性質上、自発的従順・委託・受容のための扉を開けておく必要があることをご存じだったからです。御旨全般の性質――それは愛です――のゆえに、選択の自由のための余地を残す必要があります。また、神は人がどちらの側を選択するのかを予見し、ご自身の御旨に反対する霊的勢力の途方もない活動を予知されました。御子イエス・キリストに関する神の諸々の意図に対するあの霊の大敵に人が道を譲った後に起きることを、神はすべて予見されました。神は贖いの計画を立て、予見し、備えておられたので、贖いが直ちに確立されました。


  小羊の御業


  それは永遠の贖いです（ヘブ九・十二）。これがその名称です。それは時間を超越した十字架です。なぜなら、その目的は永遠だからです。ですから、私たちは時間を超越した十字架とその永遠の目的の前に直ちにもたらされます。まだ何も起きていない時に、すでにキリストが小羊と呼ばれているのを見る時、小羊というこの導入的名称は甚だ印象的です。キリストは小羊です。あの恐ろしい悲劇・大惨事が起きる前にキリストは小羊と呼ばれていますが、これ自体が、なされるべき御業の性質をよく示しています。小羊――この称号はあることを暗示しています。それはまさに、なされるべきことを暗示しています。それが私たちの前に現れてくれるなら、私たちは或る途方もないものを前にすることになります。そこには神のあの巨大な御旨があります。この御旨は、それが実現されたあかつきには、来るべき代々の時代全体にわたって確立され、神の宇宙を特徴づけることになります。次に、そこにはこの恐ろしい、恐ろしい罪があります。この罪は全く正反対のものであり、現在の諸々の時代の間ずっと、すべてを崩壊させます。すると次にあなたは、「それをすべて正すのは小羊です」と言います――あなたは何を言わんとしているのでしょう？なぜ、小羊以上のものを望まないのでしょう！あなたが「小羊はそれをすべて正せます」と言う時、あなたには状況に関するごく限られた理解しかないにちがいありません！しかし、それこそまさに聖書が述べていることであり、それには私たちの理解を超えた或る意義があるのです。なぜなら、たったいま述べたように、それはなされるべき御業の性質を示しているからです。その御業とは――事物の現在の性質と構成を完全かつ徹底的に逆転させることです。


  今日の世や、それを営んでいる人の諸々の観念に目を向けて、「それはまさに小羊のようです」と言う人がだれかいるでしょうか？それがどれほど馬鹿らしく滑稽に聞こえるかがわかります。事物の現在の構成の中には、小羊以外のものなら何でもすべて揃っています。小羊とは正反対のものが丸ごとすべて、この体制の構成の中に充満しています。要点がわかるでしょう。この構成全般を変えなければならないのです。別の構成をこの宇宙に与える必要があります。それは小羊の構成でなければなりません。そうです、この宇宙は小羊の性質という基礎に基づいて再構成されなければなりません。すばらしいことに、これらの途方もない全勢力――この宇宙における、不法、悪、邪悪、罪、憎しみ、悪意といった実に恐るべき勢力――これらの勢力がすべて結集したとしても、聖書が述べているように、小羊はこれをことごとく対処できます。ここには奥義的な何かがあります。


  小羊の勝利


  ですから、逆説や矛盾のように思われるこの一切合切を見いだします。黙示録には封印された書物が登場します。使徒は言います、「その書物を開き、その中を見るのにふさわしい者が一人もいなかったので、私は激しく泣いた。すると、長老の一人が私に言った、『泣くな、見よ、ユダ族の獅子、ダビデの根が勝利を得たので、その書物と七つの封印を開くことができる』。私はまた、御座と四つの生き物の間、長老たちの間に、ほふられたような小羊が立っているのを見た」（黙五・四～六）。次のことを常に覚えておいてください。黙示録には「小羊」という言葉が二十九回現れますが、それは常に小さなもの、「小さな小羊」です。「見よ、小さな小羊が勝利を得た」。奇妙な矛盾です！この獅子とこの小羊は等しいのです！この小羊は力強い勝利の獅子です。にもかかわらず、小羊は弱さの象徴です。小さな小羊ほど弱さを物語るものは何もありません。あなたは小さな小羊に重きを置きたいとは思わないでしょう。


  しかし、この書の御言葉がこの小さな小羊について何と述べているのかを見てください。これらの恐ろしい勢力が小羊と戦いますが、小羊がそれらを征服します（黙十七・十四）。おそらく、獅子なら、あなたはこれを信じられたでしょう。しかし、小羊がそれらを征服します――同一のものの中に弱さと力があります。小羊としてほふる者に身を委ねて、抵抗しませんが、権威を持っています。それらの勢力は小羊の御顔の前から逃げ去ります。奇妙な矛盾です。服従、従順、それに主権。主権がこの小羊に与えられます――この小羊に与えられるのです。


  柔和さ。柔和さとはどういう意味でしょう？個人的権利のために反抗しないこと、自己を擁護しようとしないことです。しかし、この小羊の怒りについてはどうでしょう？それは恐ろしいです。小羊には神秘的な無限の力があります。その力を、天然的な立場に基づいて説明することはできません。その天然的な面を取り上げるなら、弱さと無力さ、服従と従順を物語るものがいくらでもあります。しかし、この小羊は天然的ではない神秘的な何かを帯びています。それは神聖です。神の天的宇宙の強大な力はすべて、この明け渡し、この弱さ、この柔和さ、この服従と密接に関係しており、それを中心としていて、それを通して表されるのです。


  これはたんなる文言ではありません。それは事実です。クリスチャンならだれでも、これを試してみることができます。それが有効な原理であることを、あなたたちの多くは良くご存じです。悪を行うよりはむしろ悪を耐え忍ぶ主イエスの恵み、自分の持ち物を奪われるのを喜んで受け入れる主イエスの恵み、天然的な興奮や怒りや反応を抑えて諸々の事柄を主に手渡す主イエスの恵みを求めた時、あなたは自分の怒りや自分の力ではなしえなかったことを主がなしてくださるのを見ました。あなたが手放して道からどいた時、主が介入されるのをあなたは経験しました。これが道です。これは天然的ではありません。そうです、私たちの構成は全く小羊の構成ではありません。私たちはこれをとてもよく知っています。しかし、神が小羊にしたがって再構成される時、無限の力を行使するための立場が整えられ、そのための道が開かれます。天然的ではないもの、主であるとしか言えないもののための立場が整えられ、そのための道が開かれます。この小羊が口を開かずにほふり場に連れて行かれるのを見てください。神の御旨に従順な彼を見つめて、この性質を神が擁護されるかどうか見てください。神は擁護されたでしょうか？神は確かにそれを擁護されたのです。


  小羊の道である十字架


  さて、少し戻ることにしましょう。小羊の意味は十字架です。十字架は小羊の道であり、十字架と小羊は永遠とつながっています。十字架の一つの腕は、言わば、すべての時代を遡り、エデンの園の彼方を超えて、永遠の諸々の熟慮にまで至ります。そしてそこで、神の無限のこれらの熟慮、永遠の御旨をすべて引き受けます。十字架の他の腕は来るべき諸々の時代に触れます。そしてこの十字架により、この最初からあったもの――それはその間、抵抗を受け、動揺させられます――が実現されます。ですから、小羊の道は神の永遠の御旨を実現する道にほかなりません。こういうわけで、私はわざわざこの御旨の巨大さを強調してきたのです。十字架に関する私たちの観念はあまりにもちっぽけです。十字架に関する私たちの数々の詩歌は、この十字架のごく一部しか見ていません。ああ、確かに、十字架で「私の心の重荷は転がり去り」ました――これは全くそのとおりであり、良い、幸いなことです。しかし、十字架は私たちの回心を無限かつ圧倒的に上回っています。十字架が登場したのは、人々を彼らの罪から救い、安全に天へともたらして、赦しと神との交わりという祝福を得させるためだけではありません。そうです、十字架が登場したのは、神の意図・御旨というあの巨大な構想を捉えて実現するためにほかなりません。十字架は私たちがこれまで想像してきたよりも遥かに巨大なものであることを、私たちは理解しなければなりません。


  主がある人の人生の中にご自身の十字架によって主観的に働き始める時、主は回心を超えた或る徹底的なことを行われます。多くの人の人生において、これは次のような結果になります。すなわち、死と葬りと復活におけるキリストとの一体化は回心よりも遥かに重大なものだということを、よりよく理解するようになるのです。これは意義深いです。十字架をどれほど強調しても強調しきれないのは、まさに以下の理由によります――すなわち、この宇宙創造における神の永遠の御旨ほど重大かつ巨大なものは何も存在せず、十字架はそのあらゆる点に関与して、そのすべての点に触れなければならないのです。諸々の天にあるものは、この十字架の血によって清められます（ヘブ九・二三）。十字架が途方もないのは、それと関係しているものが途方もないからです。ですから、十字架は過去に遡ります――堕落まで遡るだけではありませんし、罪の侵入まで遡るだけでもありません。十字架はこの世界が創造されてその基が据えられる前まで遡ります。それは世界を創造する神の御旨にまで遡ります。なぜ神はこの宇宙を創造されたのか、神の御思いは何だったのか、神の意図は何だったのかを、あなたが理解・把握できるようになるとき、また、これをご自身にふさしい満足のいく相続財産とする神の御旨の巨大さを、あなたが真に理解できるようになるとき、そのとき初めて、あなたは十字架の重大さ、十字架の偉大さがわかるようになります。そうです、十字架はまさにそこにまで至るのです。


  永遠の御旨の益に浴する一団


  この人々、この十四万四千人について何を述べるべきでしょう？私が述べたことが正しくて真実なら、確かに彼らは次のことを意味します。すなわち、彼らは神の永遠の御旨の益に浴して立つ一団にほかならないのです。彼らは「小羊の行く所へはどこへでも従って行きます」。その道を少しだけ従って行くのではなく、それ以上でもそれ以下でもありません。また、条件付きでもありません。諸々の罪の赦しまででそれ以上は従って行かないわけでもありません。大昔の何年何日に「私は自分の心をイエスにささげました」ということだけではありません。この人々は御子に関する神の御旨の偉大さを理解するようになって、それと共に進んできたのであり、その中に立っているのです。確かに、それが意味するのはこれです。


  この人々は選民中の選民である、と述べているわけではありません。これは全員のためではなく、少数の者だけのためである、と述べているわけではありません――決してそうではありません。しかし、見る目のある人ならだれでも、ごく少数のクリスチャンだけが実際にこの道を進むこと、比較的少数の人だけが実際に神の御旨と共にこの道を進み通すことを、とてもよく知っています。今日のキリスト教をご覧なさい。そして、あなたの目に映るものが神のすべての御思いを表しているかどうか、私に告げてください。そして次に、それを調べ、調査して、喜んで先に進もうとしている人がどれくらいいるか見てください。そうするなら、あなたは驚くでしょう。さらに優ったものを気にかけている人はどれくらいいるでしょう？永遠の御旨に関する神のより豊かな御思いに応じる人は、比較的少数です。実際に、あなたが神の永遠の御旨について話しても、あなたの言わんとしていることがわからない大勢のクリスチャンがいるのではないかと、私は恐れます。ですから神はこれに関して、代表的な一団の中に満足を見いださなければなりません。


  ここにその立場があります。神の御旨のより豊かな表れに関して神を満足させるために、誰がより豊かな十字架の意義を受け入れるのでしょう？これが問題です。そして、この群れは主に対して「はい」と言いました。救われて幸せなクリスチャン生活を送り、多くのキリスト教的働きをするだけではありません。そうです。私を、中心から周辺まで、神ご自身の御子にしたがって、御子のかたちと同じかたちに再構成することを、神に許すことでもあります。そして、これには十字架の深遠な働きが必要であり、それをなす十字架の途方もない働きが必要です。これが小羊に従うことです。用いられている諸々の絵図は奇妙かもしれませんが、それが意味するのは小羊の道――彼は数々の苦難を通して完成されました――です。つまり、彼は数々の苦難を通して欠けたところのない者にされたのです。他のどんな方法によってもそこに達することはできません。私たちは彼の御前で傷のない者、彼の御前で愛の中にある者にならなければなりません。これが私たちを再構成することの意味です。


  私たちは疑いなくこの問題全般に直面していると思います。ここに一つの群れがあります。（黙示録の中には、救われた人々の数々の群れ、様々な異なる群れ、大小の群れがあるのは明らかです。そしてここでは、その数々の群れの間に、この際立った明確に示されている一つの群れがあります。）それは十四万四千人と称されており、それには文字どおりの意味ではなく象徴的な意味があります。彼らは御座に対して或る特別な関係にあります。また、私たちの前の黙想で述べたように、彼らは或る特別な秘訣の益に浴しています。他のだれもこの秘訣を知りませんし、学ぶこともできません。小羊と共なる歩み、小羊と共に受けた数々の苦難により、彼らはあるものの中に入りました。彼らは何を意味するのでしょう？


  再び、小羊は私たちを世界が造られる前の神の完全な御旨に連れ戻します。「侵入した罪をわたしの血によって対処しよう」と彼は仰せられるだけではありません――それは全体の中の一部にすぎません――あるいは、「人の不従順の結果生じた数々の状態をわたしの血によって対処しよう」と仰せられるだけではありません。それらはみな含まれています。小羊が行うことは、永遠の究極的計画全般を神が定められた時点から決まっていました。すなわち、万物をキリストの中に結集すること、万物をキリストで満たして、彼の民を万物を満たす彼の豊満とすることです。それは破壊的な諸々の勢力の侵略に対抗してこれを確保するためです――他ならぬこれを確保するためです。ですから、小羊は神の永遠の全き御旨と関係しており、このように従う者たちを天だけでなくあの特別な地位につかせます。その地位は神の永遠の全き御旨に応じるものです。


  さて、教会に至るには十字架を持つ必要があることがわかったでしょう。十字架がなければ決して教会を持つことはできません。教会は、その中で神の永遠の御旨が成就されるべき所です。そして、教会は十字架に基づきます。それが意味するところはみな、一つの点に帰着します。私たちは「小羊が行く所へはどこへでも従って行く」でしょうか？言い換えると、神の御旨に反するものをすべて逆転させるために、神の御心に反するその構成自体を逆転させるために、私たちは十字架の意義をすべて受け入れるでしょうか？この逆転はとても実際的な事柄です。それはとても実際的であり、恐ろしく実際的であるため、私たちの存在のどの部分もそれを全く受け付けません。主はあなたや私に仰せられます、「他の人々があなたたちの上に反対、苦しみ、苦難を積み上げても、あなたたちは全く柔和でなければなりません。対抗したり、あなたたち自身の血気に駆られて反応してはなりません。気分や自尊心を害してはなりません。柔和にそれを受け入れ、許容し、その問題をすべて主に委ねて苦しみなさい」。


  これは私たちの構成ではありません。そうするためには私たちは再構成されなければなりません。しかし、神の小羊であるイエス・キリストの霊が、私たちの心の中で実際に優勢になり、そこで勝利を得られる時、小羊が私たちの中で勝利される時、まさにその状況の中で神がご自身の無限の力を、ご自身の時にご自身の方法で、行使するための立場が神のために整えられます。この人々が戻って来て、こう述べたとしても大いに頷けます、「見てください、もしあなたが憤ったり気分を害していたなら、私はクリスチャンであるあなたをあまり重んじなかったでしょう。しかし、あなたが取った振る舞いのゆえに、どういうわけかそれ以来ずっと、私は惨めな時を過ごしています！」。神がご自身の機会を獲得されたのです。どれほど多くの人がこのような方法で勝ち取られたことでしょう！そうです、小羊が勝利されます。


  この群れの一体性


  しかし、小羊に従うことに関して他人事のように思わないようにしましょう。それは私たちに新たな形で臨みますし、私たちの人生のどの日に臨んでもおかしくありません。それはそのうち私たちを見つけ出すでしょう。にもかかわらず、最終的に、御座に触れるこの群れが生じるでしょう。彼らは一つになって彼らの歌を歌います。そのため、一つの声しか聞こえなかったと使徒は述べました。「私は一つの声を聞いた（中略）私が聞いたその声は……」――単数でした。十四万四千人が声をそろえて歌ったため、それは一つの音や声のようでした。神は何かを行われました。神はどのようにそうなさったのでしょう？損なわれた被造物の中に、神はどうやって徹底的な一致、一体性、同一性を生じさせられるのでしょう？敵がこの世の中に、また主の民の中にすら生じさせたすべての分裂を、神はどう対処されるのでしょう？ただ小羊の道によります――神はこの方法でそれを行われます。これが神の方法です。


  それは強力な方法です。二つの民の間に絶対的一体性を生じさせるために、人の心に思い浮かぶ他の方法をすべて試したとしても、何らかの種類の分裂が常に生じることがわかります。それをなすのは不可能です。何らかの問題を上手に手当てしたと思っても、どういうわけかその問題が再発します。その問題に関して自信を持つことは決してできません。しかし、ここでは何事かがなされており、一つの大きな群れが一つの声で歌っているのが聞こえます。この群れは一人の人としか思えません。それは悪魔の業を無効にし、その働きを滅ぼしました。


  これはどのようになされるのでしょう？小羊と小羊の道によります。主よ、私たちを小羊に従う者たちにしてください。


  



  第三章 小羊の道


  



  聖書朗読：黙示録十四・一～五、ヨハネ一・二九、三五～三七


  



  これは啓示全体の中で、小羊を個人的に示す二番目の実際の光景です。前の黙想で見ましたが、最初の光景は世の基が据えられる前からほふられていた小羊であり、これは私たちを神の諸々の御旨へと連れ戻します。これらの御旨は、続いて起きたいっさいの出来事、敵対勢力や罪の侵入にもかかわらず、安全に守られました。ここに小羊を個人的に示す二番目の光景があります。時が満ちて神は御子を遣わされました。もちろん、小羊を予見する予型や預言もありました。旧約聖書と預言において、数多くの象徴的方法で、小羊の諸々の特徴が示されました。しかし、これは小羊を個人的に示す二番目の光景であり、この光景は二つの「見よ！」で特徴づけられています。「見よ、神の小羊！」。


  最初の「見よ！」の方が豊かな言葉です――「世の罪を取り除く神の小羊」。これは公に述べられたようです。当時、群衆がやって来てヨハネのバプテスマを受けました。そして、公の一般的な開かれた形でヨハネは宣言しました――「見よ、世の罪を取り除く神の小羊！」。これは世の問題です。


  しかし二番目の機会では、「世の罪を取り除く」という節は繰り返されておらず、明らかに弟子たちに対するものです。今ヨハネは、歩いておられるイエスを見つめて、この弟子たちに「見よ、神の小羊！」と言います。罪と罪を担うこととに関して、この世に対して小羊が示されます。しかしまた、従者たちに対して彼らの歩みの模範として小羊が示されます――「彼は歩いているイエスを見つめて、『見よ、神の小羊！』と言った」。これは罪を担う者としてだけではありませんでした。「見よ」歩く「小羊」でもありました。これは私たちを黙十四・四に導くと思います。この十四万四千人は、もちろん、罪を担う者としての彼を見ました。しかし彼らは、ずっと親しく従って行くべき方としての彼も見たのです。小羊の行く所へはどこへでも従って行かなければなりません。この最初の「見よ」を享受し、私たちの罪を担ってくださる方である主を享受する一方で、私たち全員について確かにこうも言えると思います。すなわち、ヨハネが二日目に見たように、私たちも見ているところなのです。小羊を経験する一日目がありました。初めて見る経験をしました。しかし、見るための二日目、翌日があります。まず小羊がどのように歩んでおられるのかを見て、次に従います。この十四万四千人はこの両方を実行した人々でした。


  神の小羊


  「見よ、神の小羊！」。イサクに対するアブラハムの言葉が思い出されます――「神が自ら小羊を備えてくださいます」（創二二・八）。神の小羊。彼は私たちの小羊である前に神の小羊です。何よりもまず神の小羊です。神は小羊を必要としておられました。なぜなら、御子により、小羊の偉大な使命と奉仕もしくは働きにより、第一優先事項――それは神の権利があがめられるようにすることです――が達成されたからです。神には諸々の権利があります。これらの権利は、人と世と被造物と宇宙のあるべき姿についての神の永遠の御思いに関する権利です――それが神に属し、神から発し、神の御心の中に保たれるよう取り計らう権利です。神はある種の観念や理想、基準や道、ある種の性質を、ご自分の被造物と結びつけ、そのすべてに対する権利を持っておられましたが、その権利は奪われてしまいました。あの妨害以来、神からのあの恐るべき離反以来、人の性質の中に、人の命の中に、この世の中に、この被造物の中に、神はご自身の権利を持っておられません。神の小羊、神のものである小羊は、そのまさに最初の御業として、神の諸々の権利を回復して確立されます。


  神は絶対的かつ無条件の服従を要求する権利を持っておられます。その権利は神から奪われてきました。そして私たちは知っています――ああ、よく知っています、それは私たちの心を悩ませます――私たちの構成の中には神に対する服従がどれほど欠けているのかを。なんという困難、なんという戦い、なんという苦しみを、神に対する絶対的服従に至るために私たちは通ることか。それは私たちの性質です――これは故意の意識的な不服従、反逆、神に逆らう意志ではなく、私たち自身や私たちのあらゆる願いにもかかわらず存在するものです。この手に負えないものがそこにあります。それはまさに被造物の性質であり、神に服従しません。神に対する徹底的な即座の従順――これが神の権利です。不従順はまさに人の性質であり、この宇宙中を貫いています。自我――私たちはこれを自己中心性と呼びます。これは自我です。自己の数々の面について一巡しようとするなら、長い時間がかかるでしょう。小羊――この名称、この言葉、この観念は、その正反対です――それはまさに服従、従順、無私を示す絵図です。神は、小羊として知られている者により、服従・従順・無私というご自身の権利を獲得されます。


  自分の魂を捨てる小羊


  前に述べたように、小羊である彼において、私たちは次のことをとても明確に見ることができます。すなわち、堕落した性質の行程全体の完全な逆転、人に対する神の御思いの回復、別の原理に基づいて再構成された人性――小羊の人性、変えられた人性――です。自分の命を捨てることは私たちの性質ではありません。命を捨てることに関するあの句は「私たちもまた兄弟たちのために自分の魂を捨てるべきです」（一ヨハ三・十六）とも訳せることを思い出してください。私たちは時々この「命」という言葉をそのような文脈の中で用います。そのため、この御言葉は――今日この地上にいる多くの人がそうとらえているように――殉教者の死を遂げること、キリストの福音のために自分の命を一度きり捨てる行動を意味するものとなっています。しかし、自分の魂を捨てることは一生涯にわたる行い、日々の行いであり、私たちの性質に逆らうもの、そうです、私たちの構成に逆らうものです。というのは、私たちはこの世の人々の考え方によってすぐに左右され、影響されてしまうからです。彼らは言います、「それは軟弱で女々しいことである――あなたは自分の権利のために立ち上がるべきであり、自分の目標のために戦うべきである」と。それがこの世の流儀です。今日のこの世を一瞥して、それが生み出しつつあるものを見てみなさい。しかし、この小羊は自分の魂を捨てられました。彼は罵られた時、それを我慢して耐え忍ばれました。そして、何も返答されませんでした。「ほふり場に引いて行かれる小羊のように、毛を刈る者の前で黙っている羊のように、彼は自分の口を開かなかった」（イザ五三・七）。これには行いが必要であり、あなたや私の内には元々ない或る力を表しています。私たちは別の性質を持っています。「これは弱々しい」とあなたは言うでしょうか？このような力はない、と私は言います。この世の性質、その判断と標準全般に反対して立ち、それとは逆の見解、反対の道を取れるようにならないかぎり、力の何たるかはわかりません。彼はこれを実行されました。これが自分の魂を捨てる小羊です。


  私たちの諸々の感情、私たちの魂の諸々の反乱、諸々の強烈な激情、諸々の怒りの感情に対して――それらに対して、「さあ、おさまりなさい、控えなさい」と言うこと――これは、しばしのあいだ必要な代価についてよく考えると、しばしば真の戦いを意味しますが、それは神がこの姿勢を擁護されるまで続きます。


  「見よ、小羊を」。小羊に従いなさい。小羊の道は十字架の道、天然の命の絶えざる磔殺かもしれませんが、この道の終点は王座です。そして、この王座はたんなる地理的舞台や地点ではありません。聖書の中の諸々の王座を字義的に解釈しないでください。文字どおりの王座に座すことにあなたは全く興味がないかもしれません――私も興味がありません――しかし、霊的優位性の立場に達すること――その立場には価値があり、豊かさがあり、他の人々に分与されるべき富・威厳・力・栄誉・栄光があります――は大したことです。それがこの王座です――小羊の行程、十字架の道の終点です。


  毎日小羊を見つめること


  今日も明日もあさっても、歩く小羊を見つめなさい。


  とても多くのクリスチャンが一日目で立ち止まっています。彼らは罪を担う者である小羊を見ました。そして喜んでいます。私たちは罪を担う者である彼にあって喜ぶべきだからです。私たちはこの光景で立ち止まっています。そして、今日も明日もしあさっても、その後ずっと、私たちは依然として一日目に目を留め続けています。毎日、大いに実際的な数々の問題に関して、小羊を見つめなければならないことを忘れています。あなたも私も、自分の性質ではとても手に負えない場面から何度も引き下がり、少しのあいだ主と共に逃れて、あの戦い――私たちの魂、反応、怒りに関する戦い――を戦い抜く必要があります。私たちはこの戦いを戦い抜き、切り抜けて、小羊の霊と共に出てこなければなりません。主が主の時に答えを与えてくださるよう、その問題を主の御手に委ねなければなりません。これが小羊に従うことです。小羊は、状況のゆえに、ご自身が出くわしていることのゆえに、何度も引き下がって御父と共に過ごされました。彼はこの戦いを最後まで戦い抜かれました。彼はさらに少し進まれました。「彼はさらに少し進んで行き、地面にひれふして、『もし可能なら、この時をわたしから過ぎ去らせてください』と祈られた。また、彼は言われた、『アバ、父よ、あなたにはすべてのことが可能です。この杯をわたしから取り去ってください。しかしわたしの意志ではなく、あなたのみこころがなされますように』」（マコ十四・三五～三六）。その代価は大きなものでした。彼はこの戦いを戦い抜き、穏やかに出てこられました。その穏やかさは驚くべき穏やかさであり、ご自身の魂とのあの隠れた戦いの結果でした。「彼は死に至るまで自分の魂を注ぎ出された」（イザ五三・十二）。


  ヨルダン川での小羊


  ですから、神の小羊は全く神に対するものです。私たちはここにその二つの面を見ます。第一に、彼がヨハネのバプテスマを受けるためにヨルダン川に来られた時、ヨハネは「見よ、神の小羊」と言いました。これは最初の完璧な姿勢であり明け渡しです。世の基が据えられた時からほふられていた小羊は、今や公に、この世の中で、これが永遠の昔から神の諸々の権益に対するご自身の姿勢であることを宣言されます。「わたしが来たのはあなたの御旨を行うためです」。わたしが来たのはそれについて議論したり、それについて尋ねるためではありません。わたしが来たのはそれについて熟考するためではありません。わたしはそのために自分を完全にささげてきましたし、徹底的にささげてきました。ヨルダン川では宣言をしたにすぎません。そこで神の御旨を受け入れたわけではありません――それは世が造られる前になされていました。この世が造られる前に、この小羊はほふられていました。この御言葉をよく考えてみてください――「世の基が据えられた時からほふられていた小羊」。これは何を意味するのでしょう？これはまさに次のことを意味します。神の諸々の熟慮により、神の偉大な計画、あの永遠の御旨について（人々の流儀にしたがって述べると）「議論され」、決定が下された時、御父が御子に向かって「あなたは何が起きるのかを知っています。臨もうとしている問題をあなたは知っており、あの妨害の結果を知っています。つまり、わたしたちが今議論していることを実現するには、きわめて大きな代価が必要です――わたしたちはすべてを犠牲にしなければならないのです」と言われた時、御子は「父よ、わたしはその値を払います」と言われたのです。このとき小羊はほふられました。御父は「よろしい、わたしたちはそれに共にあずかりましょう。それはあなたの代価とわたしの代価になります」と言われました。そして、そこで「神はそのひとり子を賜るほどに世を愛され」ました。そして御子がこの世に来られた時、彼はただ、その時取った立場を公に、この地上で取って、それを宣言したにすぎませんでした。徹底的明け渡し、究極的姿勢がヨルダン川で宣言されたのです。


  歩く小羊


  次にまた、それは「歩く」彼を見つめる問題でもありました。彼が取った立場は、彼が代価を払って日々その中にとどまられた立場でした。彼が取られたその立場に対して、あらゆる種類の試練が臨みました。この世は彼を試みました。この世は、一つの領域としての世やその中の人々を意味するだけでなく、この世の霊、この世の諸々の考えや観念や標準をも意味します。それらはみな神のそれとは正反対です。この世の君が「ひれふして私を拝むなら、この世の王国をすべて差し上げましょう」と彼に提案した時、この世の君はこの世の水準を明らかにしました。それは妥協の霊です――「あなたの水準を少し下げて、あなたの徹底的・究極的標準を放棄しさえすれば、少し妥協しさえすれば、あなたはかなり多くのものを得ることができます。そんなに徹底的、絶対的、完璧であってはなりません。それはあなたの益になりません」。これがこの世です。彼は常にこれに抵抗されました。彼はこの世の霊、この世の観念――それは小羊のそれとは全く異なっていました――によって試みられました。


  彼は悪の勢力によって試みられました。何度も悪の勢力は、人々や物事を通してではなく、じかに臨みました。この悪の勢力はどういうわけか、他の人々や他の物事とは別に、まさに私たちの内に侵入するかのように思われます。そして、私たちは悪の恐ろしい働きを感じます。まるで悪の勢力が私たちの中に、私たち自身の中に入り込んだかのようです。悪の勢力は他の人々の中にあって、私たちを挑発することもありますが、今どういうわけか内側で働いているように思われます。「クリスチャンよ、あなたには悪の勢力が見えますか？悪の勢力がどのように内側で働くのかわかりますか？」。彼らはわかっています。そう思われます。私が述べているのは、クリスチャンが悪鬼に憑かれることではありません。そうではなく、時として、悪の勢力がまさに私たちの命を握っているかのように思われるのです。彼の魂は悪の勢力との戦いの中で苦しみました。ああ、主イエスの隠された生活史が知られていれば！私たちは彼の言動しか読んでおらず、彼の人生の出来事の幾つかしか見ていませんが、そこには途方もない隠れた経緯があったにちがいありません。戦い、葛藤、苦難、問題と彼は戦われたにちがいありません。彼はそのために地上におられましたが、最初に取った立場を毎日、歩むときも進むときも前進するときも保たれました。私たちはどんな状況の中でも、常に小羊に従わなければなりません。


  神に感謝します、私たちは一人でこの戦いを戦う必要はありません。御霊ご自身が私たちの弱さを助けてくださいます。私たちの傍らにはこの御方がおられます。私たちにはイエス・キリストの霊の供給、十分な恵みがあります。しかしそれにもかかわらず、これ――魂を捨てること、無私になること――は時として苦い戦いになります。「これらの者は、小羊の行く所へはどこへでも従って行く」。


  小羊への初穂


  これらの者は「小羊への初穂」であると述べられていることを繰り返して終わることにします。つまり、彼らにおいて、神の権利、神の御思い、神の願い、神の意図が完全に表されるのです。これらの者は、初期の道で、熾烈な苦難・霊的苦難の炎熱に出くわして、応答した人々です。これらの者は、他の人々が通らなかったあの特別な道を通った人々です。これを説明することは私にはできませんし、主がこうなさるのはなぜなのかあなたに告げることもできません――しかし、選びの原則がここでも働いているように思われます。どういうわけか神は、ご自身をある方法で満足させるある人々を捉えられました。そして神は彼らを連れて行って、他の人々よりも深刻なある経験の中を通らせます。そのような民を私はなんと気の毒に思うことか。それに関して私たちには何もできませんし、彼らを助けることもできません。私たちは彼らがただならぬ困難や逆境を通るのを目にします。どういうわけか、真っ先に彼らに問題が生じます。彼らが真っ先に問題に出くわします。もちろん、これは私たちが考えている人々に限ったことではありません。進行中のあらゆる問題に陥る、多くの愚かな人々がいます。私が述べているのはそのような人々のことではありません。しかし、次の事実に間違いはありません。すなわち、神の御手の下で特別なただならぬ経験をしている人々が、この地上にはいるのです。時として、彼らはこの御手に対して叫ぶよう誘惑されます。詩篇作者と共に「彼の慈愛は永遠に去ってしまったのだろうか？（中略）神は恵み深くあることを忘れてしまったのだろうか？……」と叫ぶよう誘惑されます。ああ、なんという苦悩！すべてのクリスチャンがこの道を行くわけではありません。主の子らの多くは、それよりも容易な道を行きます。しかし、地上にはこれほど苦しむ人々が私たちの間にいます。これはどうしてでしょう？


  これは十四万四千人だと思います――もちろん、必ずしも実際にこの数とはかぎりません。しかし、彼らは際立った群れであり、小羊への初穂として神を満足させます。これ以外の理由は私には見当たりません。おそらく、私たちはこれを照らすさらなる光を与えられるでしょう。しかし、これは私たちの疑問や問題の多くに触れるものであると私は感じます。特別な方法で神とその満足に仕える幾人かの人々を、ただならぬ方法・手段で、ご自身の近くにもたらすことが神の意図です。これがこの群れの理由であり、私たちが経験することの理由だと思います。主よ、いずれにせよ私たちを小羊に従う者たちにしてくださいます――すでに見たように、これは現在時制です――小羊が行く所へはどこへでも従い続ける者たちにしてください。


  



  第四章 小羊の道の頂点


  



  聖書朗読：黙十九・一～十


  



  小羊に従う者たちというこの問題の考察を進める時、私たちはこの道の頂点、小羊の道の頂点――十字架の頂点――に関連する部分に行き着きます。しかしここで、状況全体を考慮して視野を広げることが必要であり、また助けになります。次のことは良く知られていて、しばしば言及される事実です。すなわち、始まりの書である創世記には、それ以降神の御言葉の中に見いだされるいっさいのものに関する最初の暗示が含まれている、という事実です。私たちは創世記以外のすべての聖書の中に見いだされるものに関して、過去に遡って追跡し、創世記の中の何らかの萌芽に至ることができます。つまり、聖書は総じて、この書の中に見いだされるすべての始まりを、開拓・展開・発展させているのです。究極的完成の書である黙示録は霊的な仕方で、それをすべて取り上げて、それ自身の内に集約させます。地的・時間的・物質的形で、予型的・象徴的・預言的形で創世記の中にあるものは、霊的な究極的完成形で黙示録の中にあります。ですから、黙示録の解釈法を知ることはとても重要です。いわゆる聖書霊解に対する反対の姿勢を私はよく知っていますが、それにもかかわらず私は大胆に言います。黙示録は、そのすべてではないにせよ、ほとんどすべてを霊的に解釈するべきであり、そうしないかぎり、あなたは完全に混乱してしまうでしょう。確かに、あなたは果てしなく続く無理難題にかかりっきりになるでしょう。これは霊的な意味での万物の究極的完成の書です。


  創世記と共に始まる旧約聖書の中には何が見いだされるでしょう？二つの王国――神の王国と神に敵対する王国――の痕跡が現れるのを見いだします。神の王国の発展を見る時、この王国がある明確な計画と共に発展していることがわかります。そして、最初の五書の終わりに達する前に、それがあるとても明確な形を取るのを見いだします。神の王国の一つの光景、一つの小宇宙が示されます――確かに、不完全ではあります。それは予型にすぎず、型や絵図にすぎないからです。しかし、その輪郭は明らかにわかります。


  一つの国が選び出されます。その国には明確な境界線があり、また内側の境界線によっても分かれています。この国はすべて、諸部族に対する嗣業として分配されています。そしてまさにその中心に――文字どおりの地理的中心ではありませんが――その全体構想の核心・中心として一つの都があります。そして、そこには神とまみえる一つの場所があります。この王国のこれらの部分の幾つかは、主権的な神の定めにより、他の部分よりもこの核心の近くにあります。この中心に近い部分もあれば、遠い部分もあります。しかし、この中心――神がおられる場所――がすべてを支配します。そして次に、この内なる特別な王国の周囲に、多くの他の王国や国があります。それらは、内側のその場所で起きていることから多くのことを学びつつあり、とても多くのものを得つつあります――それはそれらの姿勢に応じてであり、もちろん、良い姿勢であれ悪い姿勢であれそうです。つまり、この神の王国はすべての王国に影響を及ぼすのです。このもう一方の霊的な王国は、地上の王国であり、混乱した世と人類の状態の中に置かれていて、はっきりと目に見えるものでもあるので、善と悪の両方が表されます。つまり、諸国民は善と悪の両方に関して、光の中を歩むその歩みから影響を受けるのです。


  しかし、これは一つの区分にすぎません。聖書の次の部分に移って、いわゆる歴史的区分――この区分で王職が祭司職を通して導入されます――に入ると、状況が別の形を取り始め、別の領域の中に入り始めていることに気づきます。より高い水準に移るのです。地から離れていき、天に近づきます。そして、あの王権的な動きと預言的な動きの組み合わせに近づく時、すなわち預言者エゼキエルの書の終わりを見る時、あなたは天の国を見始めます。エゼキエルの預言の最後を見ると、国全体が嗣業として再形成され、今や新たな形ですべてを支配しているのは宮です。しかも、それは理想の宮であり、かつてなかったほどのものです。エゼキエルの時代以降なかったほどのものです。それは天的な宮であり、霊的な宮です。天的な国の天的な都の中にある天的な宮です。なぜなら、事物は地から離れていき、地的なものは放棄されたからです。今や、それは天です。あなたはエゼキエルのこれらの最後の章を再び読んで、次の二つの点に注意しなければなりません――すなわち、王国の形成及び宮と都の設置と、次に周囲の諸国民との関係です。これを述べるだけにします――それは今取り組むにはあまりにも大きな込み入った問題です。


  黙示録に来ると、あなたはまさにこの神の王国全体の霊的側面の中に入ります。黙示録の霊的解釈に関して私が指摘したいのは次のとおりです。第一に、神の王国はとても大きな統治圏ですが、多くの領域に分かれていることを、あなたは理解しなければなりません。黙示録の様々な箇所で御座が支配しているのをあなたは見いだします。そこには地があり、天がありますが、地と天に関して、それが二元的であるかのように語る人もいます。そうではありません。それは多元的なのです。諸天と諸天の天があります。パウロは「私は第三の天に引き上げられた」（二コリ十二・二）と言いました。ですから、天には様々な領域、部門、区分があります――上層、低層、おそらく中層があります。


  次に、この注目すべき点に来ます。贖われた者たちも、別々の場所の区域に分かれているのです。主イエスは「わたしの父の家には多くの住まいがあります」（ヨハ十四・二）と仰せられました。（「邸宅」という言葉を取り除いてください。そこには通りや邸宅はありません――いずれにせよ、それは彼が言わんとされたことではありません。）「わたしの父の家には多くの住まいがあります」。第一の天、第二の天、第三の天、諸天の天があります。そして、人々は御座に関して相応の場所に置かれます。まさに御座の内にこの群れがいます。御座の周りにはあの群れがいます。別の群れや、また別の群れもいます。諸国民、贖われた諸国民は外周にあって、諸々の影響を受けます。今や善と悪の影響を受けるのではなく、中心にあるものから良い影響を受けます。諸天の王国は複数であって単数ではありません。


  霊的に神に最も近い一団


  さて、これは一体どうしてなのかと、あなたは疑問に思っておられるでしょう。それは次の理由によります。すなわち、私たちが今取り組んでいるのは、十四章の十四万四千人によって表されている神の最大の御旨だからです。神の最大の御旨は、ご自身の民をできるだけご自身に近づけること、霊的にご自身に最も近づけることです。地位、性向、特徴、嗣業というこの問題は、霊的な問題です。あなたの地理的な観念や考え方を捨て去ってください。天がどこにあるのかを決定しようと悩む必要はありません。たとえ天がどこにあるのかを見いだそうとして残りの人生を費やしたとしても、答えは得られないにちがいありません。惑星のどれが天かを私たちに告げようとした人々もいましたが、彼らが正しいかどうかを教えてくれる人はだれも現れませんでした。しかし、これは霊的親密さの問題であることがわかります。私たちがどこにいても、主のとても恵み深い訪れがあれば、現在の場所から離れることなく、天にいる自分に気づくことは可能であり、栄光なことに可能なのです。私たちは言います――「これは実に素晴らしいです。これほど輝かしく、祝福された、完璧なものはありません」。おそらく、あなたはこれを一度も経験したことがないでしょう。これは可能です！死の王国のあの包囲・現れ・侵害から解放された私たちは――地理的場所を気にすることなく――この場面、これらの状況においても、神の栄光を前味わいできるのです。


  それは究極的にはどこかに行く問題ではなく、在り方の問題です。私たちは天に行かないわけではありません。しかし、主として第一に、それは文字どおりの実際的な場所の問題ではありません。天を構成するのは、或る状態です。諸天の天、至高の場所、最も完全な場所とは、神が生活の中で最も完全に満足しておられる場所です。どんな人生でも、神が神としてこの上なく満足しておられること、また、神が御心を定めてきたものを獲得されたこと、これを知ることに優るものは何もありません。言っておきますが、この地上の道の間ずっと、これはある程度試されるおそれがあります。あなたも私も、ある事に関して、主なる神に彼の地位や道を得ていただくことに困難を覚えたことはあるでしょうか。それは非常に価値のある事、自分にとってとても大事な事、自分がとても大切にしている事であるため、私たちはそれをどうしても持っていたいですし、それが無い状態を想像するのはとても困難です。その後、多くの戦い、葛藤、苦しみ、労苦の末に、私たちは主のもとに辿り着き、それに関して切り抜けます。すると、素晴らしい平安、喜び、安息、主の感覚が訪れます。それは栄光の感触です。神がご自身の地位を獲得されました。そして、神がそれを獲得される時、その心の中に栄光がもたらされます。今はささやかな形でしか、私たちはそれを証明できません。しかし、もはや戦ったり、邪魔したり、葛藤したり、疑問を抱いたりせずに、これを完全・決定的・徹底的なものにしようではありませんか。その事柄は過ぎ去って、神は完全かつ決定的な究極的御旨に到達されました。その時、ここのこの人々が歌ったようにあなたも歌います――この十四万四千人は、使徒には多くの水の音のように聞こえた声で歌いました。それは民の中で絶対的地位を得ておられる主の栄光です。これがその霊的解釈です。


  ですから、御座の周りでとても多くの人々が歌うことについては、今後、十四万四千人という数は忘れてください。そうならないとは言いませんが、重要なのはその意味です。永遠にわたって、私たちが事の核心にどれだけ迫ったのかに応じて、主も相応の満足を得られます。つまり、それは十字架がその目的を達成した度合いに応じてであり、あるいは別の絵図を用いると、私たちが「小羊の行く所へはどこへでも従って行く」その度合いに応じてです。別の言い方をすると、これは小羊が私たちの性質、私たちの心の中で勝利されるその度合いに応じてです。永遠にわたってこれが、私たちが事の中心にどれだけ迫ったかの尺度であり、永遠の栄光の尺度です。なぜなら、それは神がどの程度満足しておられるのかを測る尺度だからです。


  黙示録の霊的解釈


  補足として、この霊的解釈の問題に触れてもかまわないでしょうか。あなたはこの本を読み通して自問しなければなりません。私は、いささか懐疑的な人間として、始終数々の困難に出会いました。私は小羊が戦って勝利するのを目にします。また、聖徒たちが彼と共に戦って勝利するのを目にします。「これは何を意味するのか？」と私は何度も問いました。これに関するあなたの解釈はどうだろうと、私は疑問に思います。これらの事柄に関するドレの絵のような聖書解釈でしょうか？一つの絵を見ると、キリストは文字どおりその手に剣を持って、文字どおり自ら来臨し、その後ろには剣を帯びた聖徒の全軍勢がいます。そして、彼らは文字どおりほふり、滅ぼし、この地上の至る所で血を流します。小羊の戦いについて読む時、これがあなたの解釈でしょうか？教会の初期の時代、彼はそうされたでしょうか？彼は征服されたでしょうか？彼と地上における彼の証しとを滅ぼそうとしたローマ帝国を征服されたでしょうか？彼は抜き身の剣と御使いたちと共に文字どおり天から出て来て、地上で血を流されたでしょうか？彼はそのようなことをされたでしょうか？


  彼はそのようなことをかつてされたことがあったでしょうか？彼は諸世紀の間ずっと戦ってこられました。小羊に逆らって頭を上げた諸民族は哀れな末路を辿りました。今日、意図的に小羊に逆らって頭を上げる諸国民も、哀れな末路を辿ることになります。この問題がどうなるのかについて、大きな赤い龍の最後がどうなるのかについて、決して疑ってはなりません。（大きな赤い龍――さて、この句、この言葉には何らかの意味があります。）決して疑ってはなりません。「わたしはわたしの王をわたしの聖なるシオンの山の上に立てた」。「天に座しておられる方は笑う。主は彼らを嘲られる」（詩二・六、四）。これが小羊の立場です。これはずっとそうでした。ネブカデネザルの時代以降の諸国民や諸王国の霊的歴史を読むことができたなら、私たちは小羊の諸々の戦いを見たにちがいありません。目には見えませんが、何かが力強く働いて滅びへと至らせるのがわかったにちがいありません。ある霊的な力が働いています。そして、黙示録のこれらの戦いは霊的戦いです。この過程は加速するかもしれませんし、これらの敵対勢力の滅びにより突発的出来事が起きるかもしれませんが、あなたの見るかぎり、これが常にその理由であることがわかるでしょう。「様々な理由でそれが生じた」とあなたは言うかもしれません。しかし、あなたはこの究極的理由に達しなければなりません。この究極的理由に達する時、それは小羊の戦いにあることがわかります。私が何を言っているのかわかるでしょう。この書を霊的に見ることがとても重要です。


  神の永遠の御旨に関して勝利すること


  そこで、私たちはここで、霊的立場に基づく諸々の違いや区別というこの問題に導かれます。私が述べたいのは一般的性格のものではありませんし、より広範に及ぶ性質のものでもありません。黙示録に記されている事柄は、新約聖書にとって目新しいものではありません。それは実際には、新しい体制では全くありません。前に指摘しましたが、この書の冒頭を見ると、アジアにある七つの教会に対するメッセージがあります。復活した主が、僕の使徒パウロによって起こされた諸教会に語っておられます。パウロはアジアで、これらの教会を直接的・間接的に生み出すために用いられました。そしてパウロを通して、神の永遠の御旨に関する完全な啓示がアジアの諸教会に与えられました。エペソを見てください。そして、エペソ人への手紙はエペソ人だけに対するものではなかったこと、むしろ、エペソだけでなくラオデキアに対する回覧書簡だったことを思い出してください。神の永遠の御旨に関する完全な啓示の満ち満ちた豊かさが、これらの教会に与えられました。そして次に、復活した主がこれらの教会に戻って来て、それらを裁かれました――何のためでしょう？


  それは、永遠の御旨の完全な啓示という基礎の上で彼らを取り扱うためです。主の御旨に届かないものがたくさんあります。そして、主は良い点をすべて称賛する一方で――悪い点を大いに非難しなければなりません。しかし、主は良い点を称賛されます――事実上彼は言われます、「しかし、それはわたしがあなたに啓示したすべてではありませんし、これはわたしがあなたに示したすべてではありません。わたしはわたしの永遠の御旨を完全に見せました――あなたの手の中にある数々の手紙を読みなさい。今や裁きの時です！あなたは完全かつ徹底的に悪く、腐敗しているわけではありませんし、美点の徴に全く欠けているわけでもありません。あなたには大いに賞賛すべき点がないわけでもありません――しかし、あなたに与えられたこの完全な啓示についてはどうでしょう？これが核心であり、これがこの問題に決定を下すのです」。「勝利を得る者……」。彼は罪、欠点、失敗、弱さに対して勝利を得るだけでなく、完全な御旨を邪魔するいっさいのものに対して勝利を得ます。この十四万四千人は勝利者です。勝利者とは何でしょう？彼らは、神の永遠の御旨の全き啓示の価値と意義にあずかった人々であり、神の御心に最も近い人々です。これは霊的問題です。


  小羊の婚姻


  あなたはこれに感銘を受けないでしょうか？もしそれをこの光の中で見ないなら、この書全体に対する鍵を持っているとは私は思いません。この書は孤高であることがわかります。神は、永遠の御旨に関する完全な啓示という光に照らして、すべてを対処されます。次に、これを見る時、私たちはこの書全体で最も中心的な問題――壮大な結果である小羊の婚姻――に至る用意・準備が整います。「また私は、大群衆の声、多くの水の音、また激しい雷鳴のようなものを聞いた。それは言った、『ハレルヤ、私たちの神である主、全能者が支配されます。私たちは喜び歓喜し、彼に栄光を帰しましょう。小羊の婚姻の時が来て、彼の妻は用意を整えたからです』」。小羊の婚姻が頂点であり、それを超えるものは何もありません。神の御旨は小羊の婚姻によって達成されます。婚姻に関する神の天的御思いは一体化であり、ふたりがひとりとなるほど心と霊と構成が一つになることです。「この奥義は偉大です。私が述べているのはキリストと教会のことです」（エペ五・三二）。それは小羊である彼との一体性、徹底的一体性です。彼女は彼ご自身とのそのような一体性に達しました。彼女は彼のようであり、あらゆる方法で彼に応えます。このような目標が達成される時、天には最高の「ハレルヤ」があります。なぜなら、主はそのためにずっと働き続けてこられたもの――「彼の妻は用意を整えた」――に対して満足されるからです。


  どのようにしてでしょう？「彼女は輝く清い細糸の亜麻布の衣を着ることを許された。その細糸の亜麻布の衣は聖徒たちの義なる行いである」（黙十九・八）。これは転嫁された義よりも遥かに進んだものです。転嫁された義はすべての信者のためです。それは信仰による義認を言い換えた句にすぎません。しかし、「聖徒たちの義なる行い」――これは性格に関するものであり、変容に関するものであり、内側に造り込まれたもの、生活における義の実際面に関するものです。それは彼のかたちへの同形化です。これが花嫁、小羊の妻であり、主がそれを獲得される時、主は満足されます。主は全く満足され、天全体も満足します。


  小羊に対する花嫁の愛


  すでに述べたように、別の場所にいる諸々の別の団体の、この中心・核心に対する近さは様々です。ある群れは一番近く、別の群れはそれほど近くなく、また別の群れはさらに遠くにあります。これはみな、小羊であるキリストの度量の問題です。もちろん、これは真実を述べたにすぎません。しかし、この区別は無作為ではないことに注意してください。「神はそうなるよう主権的に定められたのであり、もしこの十四万四千人の群れに属するようあなたが定められているなら、そう定められているがゆえにあなたはそうなるのであり、また、もしあなたがそのように定められていないなら、努力しても無駄であって――決してそうならない」ということではありません。決してそういうことではありません。小羊とその花嫁の問題は、全く愛の問題です。それは十二章に対応しています。十二章には大きな赤い龍、女と男の子とが登場しますが、男の子は天に引き上げられて、「彼らは小羊の血のゆえに、彼らの証しの言葉のゆえに、彼に打ち勝った。彼らは死に至るまで自分の命を愛さなかった」という偉大な宣言がなされます。彼らは死に至るまで自分自身の魂を愛しませんでした。彼のために彼らは死に至るまで自分自身の魂を愛しませんでした。これは愛の問題です。そして、愛を強いることはできないこと、愛を強制することはできないこと、愛をそっとしておかなければならないこと、もしそれが愛でないならそれについて何もできないことがわかります。しかしもしそれが愛なら、それは自発的であって、最後まで進み通します。それは愛の問題です。それはここでも同じです。花嫁――これはまさに全く主に対する愛の問題であり、この愛が私たちをどこまで連れて行くのか、主に対するこの愛がどれほど強くて深いのか、私たちが彼にしたがっていくかどうかの問題です。それは愛、強いられたものではない自発的な愛、私たちの主に対する自発的な愛の大きさによります。この愛は自己を忘れ、自己を否み、自己を明け渡し、自己に属するものを彼のためにすべて放棄します。


  これは私たちが新たに直面すべき問題であると感じないでしょうか？私たちは物事を、それが自分に及ぼす影響に照らして評価してばかりいます。状況や環境が自分や自分の権益に及ぼす影響に私たちはあまりにもとらわれています。これは確かに、私たちの問題のすべてではないにせよ、そのほとんどの根本的原因です。私たちはあまりにも地にとらわれており、時間にとらわれています。私たちにとってはこの生活が重要であり、この世が重要です。天と永遠はこの世ほど現実的ではありません。天的ビジョンと天的感覚を得られてさえいれば！次の事実が私たちを実際にとらえられてさえいれば。すなわち、永遠は現実なのです。また、永遠と天では地上と同じようにすべてが現実的であり、遥かに現実的であって、それは今でも霊の事柄は一時的な事柄よりも現実的なものになりうるのと同じことなのです。もし私たちがこの感覚を得られてさえいれば、手放す覚悟がもっとよくできていたのではないでしょうか？――地上で私たちが大いに大事に思っているものを手放す覚悟がもっとよくできていたのではないでしょうか？私たちはこれらのものを手放す覚悟をもっとするべきではないでしょうか？結局のところ、これは主との心の関係の問題であり、主は私たちをそこにもたらそうとして常に働いておられます。私たちが出くわす葛藤や戦いはみな、私たちがそれを正しく認識するなら、実際には一つの問題の周囲を巡っています。万事のまさに核心に、主に対する愛というこの問題、私たちは主と共に進む気があるのかというこの問題があります。それはこういうことです。


  すでに述べましたが、これは黙示録が示す新たな問題ではありません。聖書の他の書の裏付けがあり、特にパウロの数々の手紙という裏付けがあります。最終的にそれは、パウロの数々の手紙の中に啓示されている永遠の過去からの神の決議・御旨が達成される問題です。次に、エペソ人への手紙の最初の数章でこれらの事柄を啓示した後、また、私たちをそこに連れ戻してこの選民に関する神の御旨の偉大さを私たちに示した後、パウロは、拍子抜けするような意味ではなく、むしろ全体の一部として、さらに続けて言います、「あなたたちが召されたその召しにふさわしく歩み、謙虚と柔和のかぎりを尽くし、忍耐をもって、愛の中で互いに忍びあいなさい」。小羊がここに現れているのではないでしょうか？これは永遠の御旨に関して小羊の道を歩むことではないでしょうか？これは大いに明らかです。「謙虚と柔和のかぎりを尽くし、忍耐をもって、愛の中で互いに忍びあいなさい」。


  さて、この三つの楽章がわかったでしょうか？エペソ書の一、二、三章には御旨の啓示があります。小羊にしたがった歩みがあります。この書の終わりであなたはどこに到達するのでしょう？「夫たちよ、キリストが教会を愛してそのためにご自身をささげられたように、自分の妻を愛しなさい。それはキリストが教会を聖め、言葉による水の洗いによって教会を清めるためであり、またそれは、しみやしわや、そのようなものが何もない栄光の教会を、彼がご自身にささげるためです」。「小羊の婚姻の時が来た」。これは比喩的な言葉で、「神はある群れによってこの御旨を達成された」と述べているにすぎません。この群れは小羊の道を行き、小羊の道を歩み、小羊に従い、今や花嫁として小羊にささげられます。「小羊の婚姻の時が来た」。


  そしてこれが、再び言いますが、神がなさる特別な労苦の理由です。「私たちが主を愛せば愛すほど、ますます深みに主は私たちを連れて行かれるのであり、あなたが主に対して絶対的になろうとすればするほど、主はますます絶対的になるようあなたに要求される」と述べると、恐ろしいことのように聞こえるかもしれません。実際はそのとおりであり、これが事実です。主は、その心が実際にご自身の上に据えられている人々に対して、無限の労力を費やされます。主は彼らを容赦せず、とても深くとても強烈に働かれます。「すべてを主にささげる所存です」と私たちが言う時、主はご自身の機会を獲得されます。しかし、思い違いをしないようにしようではありませんか。主に対する私たちの献身の程度に応じて、主は私たちを問題から解放されるわけではないのです。その反対です。これまでずっと、そうでした。主に最も献身している人が最大の受難者でした。しかし、主は労しておられます。これによって私たちは落胆してはなりません。これによって私たちは多くの解き明かしを受けてしかるべきです。主が実際に私たちを獲得されるなら、主はとても深い働き、徹底的な働きをされるでしょう。そして私たちは、十字架の道、小羊の道に関するただならぬ経験をするでしょう。それはあらゆる点に適用されるでしょう。しかし、その結果――御座に近づくのです。その結果は、神を最も喜ばせ、神の権益に最も役立つものです。なぜならそこから、後で見るように、すべての領域に対する一つの素晴らしい使命が、永遠の世々にわたって成就されるからです。


  



  第五章 愛の支配


  



  聖書朗読：黙示録二一、二二章


  



  神の目的を成すものに関するこの象徴的・絵図的描写について、私たちは今やその最後に到達しました。確かに、次のことはとても印象的で、とても意義深いです。すなわち、私たちがその最後に到達して、都を示される時、そこでは「小羊」という句が万事と関係しているのです。万事は小羊に基づきます。小羊が万事に性格と意義を与えます。御使いが「ここに来なさい」と言った時、御使いは「私はあなたに小羊を示そう」とも言えたでしょう。なぜなら、それはすべて小羊の成果であり、聖書の中にあるすべての事柄の集大成だからです。これまで見てきたように、小羊は神の御旨・意図であるもの――神の御心・御思いに応える一つの民――にまで遡ります。そして、小羊はそれを獲得されました。ここでそれが確保されており、その様子はこのとおりです。この民はここでは「聖なる都、新しいエルサレム」として示されており、「小羊の妻」と同一視されています――このような直喩の混合に対して、私たちは後ろに下がってこう言うしかありません、「これが意味するのは、この民は一つである二つのものによって特徴づけられている、ということでしかありえません。都は常にいつでも統治、統治の座を象徴し、花嫁は、神の御心によると、愛を象徴します。この二つを一緒にすると、歴史全体の総計が得られます――それは愛の統治です」。これが小羊、神の小羊の意味です。


  次に、愛の統治というこの包括的真理の分析が私たちのためになされます。それは、小羊に七回言及することによってです。その内容に関する完全・徹底的な学びはせずに、各々の言及について一つの点のみに光を当てることにします。


  愛の土台と城壁


  まず初めに、花嫁に関連して小羊が示された後――つまり、「私はあなたに小羊の妻である花嫁を示そう」という言葉の後――の、小羊に対する最初の言及に注意してください。この言葉の後になされる小羊に対する最初の言及は十四節にあります。「都の城壁には十二の土台があり、それらの上には小羊の十二使徒の名があった」。私は「小羊の十二使徒」に触れるつもりはありません。この土台は小羊の刻印を帯びています。しかし、この城壁は何でしょう？それは何を象徴するのでしょう？あなたたちの多くがよくご存じのように、壁は包含的・排他的なものであって、「この境界の中ではある状況が支配しており、外では別の状況が支配しています」と告げるものです。私たちはそれを「証し」、証しの城壁と呼びます。ここに「大きな高い城壁」があります。そして、この都の城壁の大きさを見ると、その高さだけでなく容積も非常に大きいことがわかります。それはまさに、愛に関するキリストの満ち満ちた豊かさを物語ります。それは広大な領域です――中には多くのものがあり、これは確かに、前の黙想で述べたように、エペソ書におけるパウロの言葉と対応しています（三・十七～十九）――「それはあなたたちが（中略）強められて、すべての聖徒と共に、その広さ、長さ、高さ、深さを理解し、そして、知識を超越したキリストの愛を知るためです」――「知識を超越したキリストの愛」。これ――「知識を超越したキリストの愛」――が城壁です。この民は、ですから、予表・象徴・想像から離れると――この民、この贖われた民は、知識を超越したキリストの愛の化身なのです。


  その長さについて：それは私たちを永遠の過去に、御父の愛する者へと連れ戻します――この方は大いに愛されていたので御父は彼に途方もない嗣業を賜りました。彼を通して、彼により、彼のために、万物が創造されることになっていました（ロマ十一・三六、コロ一・十六）。彼は「万物の相続者」（ヘブ一・二）だったと使徒は述べています。この愛されている方、御父から最初に生まれた方、万物の相続者――は「万物を満た」（エペ四・十）されます。そして、その目的は万物をキリストの中に結集することでした。これが御子に対する御父の愛の大きさです。御父は彼のことを「わたしの愛する子」と述べておられます。途方もない広大な大きさの神の愛はキリストを中心としています。永遠から永遠まで――これがその長さです。それから次に、「この愛されている方にあって私たちに無代価で与えられた、彼の恵み」（エペ一・六）です。これはつまり、彼は私たちをこの同じ愛の相続人にしてくださったということです。ですから、御父が御子に対して抱いておられるまさにこの愛が、私たちに伝達されています。私たちは「世の基が据えられる前から彼にあって選ばれ」ており、来るべき代々の時代に至ります。これが彼の愛の長さです。


  その深さは、それが贖う愛であることからわかります――最悪の不法よりもさらに深く切り込むのです。


  その高さ――「そして私たちを彼と共に天上に座らせてくださいました」（エペ二・六）。


  そしてその広さ――「だれでも」：「……その愛するひとり子を与えてくださいました。それは御子を信じる者はだれでも、一人も滅びないで、永遠の命を持つためです」。


  この途方もない、すべてを包み込むキリストの愛がわかります――そして最終的に、そこに一つの民が見つかります。万物の土台は、神の偉大な贖う愛の化身である小羊です。そして最終的に、神の愛の偉大さに対するこの偉大な証しが存在するようになります。それは強力な土台です。時として、あなたは絶望するよう誘惑されるかもしれません――自分たちに関して絶望するよう誘惑されるかもしれません。そして、おそらく、他の人々に関しても絶望するよう誘惑されるかもしれません。時として、「自分たちは切り抜けて、最終的に無事に抜け出せるのだろうか」と私たちは戸惑うかもしれません。実に多くの疑問が、私たちに敵対する力に促されて、私たちの中に生じます。その力は総がかりの力であり、私たちは内側と外側の両方でそれらすべてに対処しなければなりません。そうです、それは途方もなく強いのですが、彼の愛の方が強いのです。ここに揺るぎない土台があります。それは、まさにこの名――小羊――が示すように、力強い贖う愛です。それは強力な土台です。私たちが最終的にこの都の中に入るとき――これを客観的にとらえてはなりません：恵みにより私たちがこの都なのです――私たちがその構成要素になるとき、それに関して「ああ、彼の愛の強さよ！それは深くて力強い泉です」と述べる以外、私たちには一瞬たりとも何もできないでしょう。これはとても単純ですが、とても幸いなことです。これが始まりです。


  彼の清める愛


  次に二七節に注意してください――「汚れた者や、忌むべきこと及び偽りを行う者は、決してそこに入ることはない。小羊の命の書に書き記されている者だけが入る」。少しのあいだ、この最後の言葉は置いておき、残りの部分の意義を理解することにしましょう。ここに示されているのは、都に入ること、またはその中に場所を得ることです。どのように場所を得るのでしょう？そうです、彼の愛によってです――しかし、ああ、彼の清める愛によってです！確かに、真の愛ほど強力に清めて純化できるものは何もありません。主は懲らしめにより、そうです、訓練のための苦難により、私たちを取り扱っておられます。しかし、それは主が私たちを愛しておられるからである、と私たちはきわめて明確に教わります。そしてここでは、彼の愛は清める形で働かなければなりません。汚れたもの、忌むべきもの、嘘――これらは小羊にしたがったものではないことがわかります。これらは神の小羊が滅ぼされたものです。「汚れた」もの――彼はしみも汚点もない小羊です。彼ご自身が汚れた聖くないものをすべて滅ぼされます。そして、彼の強力な、強力な十字架の御業により、彼はこの花嫁をご自身にささげられます。この花嫁には「しみや、汚点や、そのような類のものがありません」――これは「忌むべきもの」の対極です。この「忌むべきもの」という言葉は聖書の大部分を貫いている言葉であり、今はそれについてあえて考えようとは思いません。それは神が忌み嫌われるものであり、神にとって忌むべきものです。それは何でしょう？高ぶりは神にとって忌むべきものであり、高ぶりからあらゆる誤謬が始まりました――ルシファーの心の中に高ぶりが見いだされた時、その高ぶった思いからあらゆる問題が生じました――そうである以上、高ぶりが罪の根幹であり、高ぶったものはみな神にとって忌むべきものであることがわかります。小羊はその正反対です――自己や高ぶりは全くありません。小羊は高ぶりではなく柔和さの同義語であることがわかります。彼はご自身の血により、この忌むべきもの――「偽りを行う者」から私たちを清めてくださいます。そうです、一つの嘘から不法の道が始まったのであり、それは「最初から嘘つきである者」からでした。真実でないすべてのもの、すべての偽り、絶対的に純粋・透明で、開かれている、その目が火の炎のような方の探る目に耐えられないすべてのもの、それらはみな小羊によって対処されます。純粋な状態が生じます。「神の栄光を帯びていた。都の光は最も尊い宝石のようであり、水晶のように透明な碧玉のようであった」。絶対的に透明でした。


  ですから、この都への入場権、加盟権、滞在権は、彼の尊い血による聖めの働き、継続的清めによるのであり、また、私たちの内にあるすべての誤り、高ぶり、汚れに対して、彼の十字架がますます深く適用されることによるのです。


  御座からの命


  「彼は水晶のように輝く命の水の川を私に示した。それは神と小羊の御座から発していた」（黙二二・一）。御座からの命。これはどんな御座でしょう？神の御座であり、実に、小羊の御座です。私たちは黙示録の全ページを通して、御座の中央の小羊を見てきました。礼拝、崇拝の中心である小羊、至高の地位、主権の地位にある小羊を見てきました。この至高性とは何でしょう？


  私たちが扱っているのは原則であって絵図ではありません。時々、比喩的・象徴的なものが私たちの道に割り込んで来ます。私たちは物事を視覚化するある種の心構えを持たないわけにはいきません。これを逐語的に解釈するのは馬鹿げたことでしょう。妻を都として、都を妻として述べるのは馬鹿げています。しかし、ここでは原則について扱っていることがわかります。ここに御座がありますが、これは統治、主権、権力、権威、勝利を物語っています。そして、命がそれから生じます――命が小羊の勝利から発します。


  どうしたら、これが役に立つのでしょう？おそらく、次のような方法によります。この一連の黙想で、私たちは小羊に従う者たちに関心を寄せてきました。彼らは「小羊の行く所へはどこへでも従って行く」者たちです。これは次のことを意味します。すなわち、もしキリストとの交わりの中で彼の死の中にバプテスマされる経験が、一度や二度のことではなく、ますます深まっていっており、多くの種類の痛ましい死の経験により、絶えず自己が減少しつつあるなら――それはそれに応じてキリストの復活の力を知るためです――それは私たちを偉大な力、偉大な権力、偉大な権威の地位にもたらしつつあるのです。命の中で死に勝利して働く、このキリストの復活の力は、私たちを強力な地位に置きます。とても絶望的な状況――そこでは神がおられなければ、万事休すであり死です――の中に導かれて、次に神が復活の力と共に登場される経験をするとき、あなたは途方もなく強い立場につくことになります。あなたはこう言えるようになります、「今、わかりました。これは私にとって理屈や、作り話や、たんなる教理ではありません。私はキリストの復活の力、死に打ち勝つキリストの命の力を確かに知っています」。これは統治と関係しています。復活の教理を持っているだけでは、真に霊的に統治することは決してできません。真理上の事として復活を信じても、あなたは個人的に力ある地位にはつけません。しかし、その中をくぐり抜けて、絶望的状況を通してそれを自分自身で経験して知るとき、あなたは確立されます。勝利の命を知ること――これが御座の原則です。


  エゼキエルがこの川を見たことを思い出してください――その川が流れる所はどこでも、死は征服されて、命が勝利しました。死海に至るまで、その川が流れる所ではどこでも、すべてが生きました。それは命、彼の命、私たちに分与される小羊の命の強力な力であり、途方もないものです。こう述べるのは簡単ですが、それを知る経験をくぐり抜けるのは簡単ではありません。しかし、他の人々に向かって「見てください、私もあなたと同じ絶望的苦境を経験しました。万事休すに思われる状況を一度ならず経験しました。そして、主が来てくださって、私をそこから引き上げ、命の中に戻してくださるのを経験したのです」と言える時、あなたはとても強力な立場にあります。それは強力な立場です。それにはとても大きな影響力・重要性がありますし、最大の意義があります。その川は御座から発します。そして、それは小羊の御座です。つまり、それは放棄されてよみがえらされた命の統治です。私は新約聖書の他の部分について話しているにすぎません。神は彼を死者の中からよみがえらされました。これは克服するのが不可能なことであり、強力なことであり、御座の衝撃力です。「わたしは（中略）生きている者である。わたしは死んだが、見よ、世々かぎりなく生きている。そして、死とハデスの鍵を持っている」（黙一・十七、十八、改定訳欄外）。これが王座、復活の命の力による権威です。そして、それはこの最後の箇所でこの民の中に見いだされます。これは神が今なさっている一大事です。


  苦難による光


  次に、再び二一章二三節に戻ります――「都は、日や月がそれを照らす必要はない。神の栄光がそれを明るくし、そのともし火は小羊だからである」。欄外では「小羊がそのともし火だからである」となっています。どう訳すかは重要ではありません。意味は同じです。命について述べたことは、光についても言えます。光は統治上のものです。光は統治します。しかし、この箇所が言わんとしているのは、苦難を通して光の中に至ることです。光を所有して光を放射するのは十字架の道によります。「小羊がそのともし火だからである」。光は知的事柄ではありません。つまり、光はたんに知的知識を蓄える問題ではありません。それは光ではありません。膨大な量の教理や真理を持っていても、光を全く持っていないおそれがあります。つまり、決して暗闇に影響を及ぼさないおそれがあります。真の光は経験的なものです。つまり、それは経験、苦難の経験の結果なのです。


  神の子供であるあなたたちは、主について知っている事柄をどのように知ったのでしょう？その知識は私たちにとってとても尊いものであり、多くのことを意味します。そして、それはあなたたちを他の人々に対して価値ある者とします。それは苦難によるのであり、主があなたたちを導かれた困難な道によるのであり、主があなたの中でなさった十字架の働きによります。「小羊がそのともし火だからである」――苦難は知識、光、理解へと導きます。これが唯一の道です。この最後の人々は偉大な素晴らしい啓示の益に浴します。その啓示はキリストの苦難における彼との交わりによって臨んだものです。これはまさにそのとおりです。ある観点から見ると、これはあまり慰めにはならないかもしれませんが、真実です。私たちはこの助けによって次のことを理解しなければなりません。すなわち、主は、私たちを対処しているその道により、私たちに臨むことを許可したその諸々の苦難により、実は私たちを教育しようとしておられるのです。それは、私たちが彼ご自身を知る知識を得るためです。この知識はそのような方法でしか受けられないものであり、私たちにとって、また私たちを通してそれを受ける他の人々にとって、途方もない価値を持つ特別な種類の知識です。これは他の方法では学べません。主を知る知識の中に私たちをもたらすのは小羊であり、常に小羊の原則であり、苦難と犠牲と自己を空しくする道です。「小羊がそのともし火だからである」。より深い死がより豊かな命へと至るように、より深い暗闇がより豊かな光へと至ることがしばしばあるかもしれません。


  天然的に主を知ることがますますできなくなる道の中に、主は私たちを導いておられるように思われます。主は私たちの天然的能力の外に、主の諸々の道を解釈する私たちの能力を超えた所に、私たちを全く連れ出されます。主が何をしておられるのか、主がなさっていることを主はどうしてなさっているのか、私たちには皆目わかりません。それでも、その道によって、私たちは主ご自身を知る大いに現実的な類の内的知識に達します。それをだれかに言葉で説明することはできないかもしれませんが、それは強力なものであり、強い力を持つ知識であることを、私たちは知ります。どういうわけか、知ります。それは十字架による光です。


  小羊の妻


  「ここに来なさい、私はあなたに小羊の妻である花嫁を見せよう」（黙二一・九）。最後に神の最も深い願いと最も完全な御旨に応じるこれらの民は、キリストの尊さの益に浴する人々であるにちがいありません。これが小羊の妻の意味だと思います。ペテロはこれをこう述べています、「こういうわけで、信じるあなたたちには尊いものです」（一ペテ二・七）――昔の訳では「彼は尊いです」となっています――これはキリストの尊さ、キリストをいかに他の何ものにもまして熱望すべきなのかに関する理解です。そして、この尊さが内側に造り込まれてきました。確かに、彼は彼女を尊いと見なしておられます――「キリストは（中略）教会を愛して、教会のためにご自身をささげられました」（エペ五・二五）――高価な真珠のように尊いのです。しかし、どういうわけか、これらの人々に関しては逆転しており、彼らは自分たちに対する彼の愛に大いに感謝するあまり、彼は彼らにとって慕うべき御方であり、徹底的に彼にささげきっているほどです。「このゆえに」――これが婚姻の天的法則です――この御方のために他のすべてのものを放棄します。これはまさに次のことを意味します。すなわち、彼らは何であれ躊躇せずにすべてを彼にささげるほど、キリストの尊さを理解しているのです。これが妻の原則です。主が私たちの内に生み出して、ますます成長させようとしておられるのは、彼の価値に関するこの理解です。これにより私たちは、私たちの主である彼に対する無条件の明け渡しというこの素晴らしい関係によって、ますます深く完全に彼のもとに引き寄せられていきます。


  宮である小羊


  「私はその中に宮を見なかった。全能者である主なる神と小羊が、その宮だからである」（黙二一・二二）。宮は何のためでしょう？宮は神の直近の座であり、あなたはそこで神を見いだすことを期待します――そして小羊は宮です。私たちは十字架につけられたキリスト、私たちのためにささげられたキリスト、私たちの小羊であるキリストの内に神を見いだします。そのような彼の中で、私たちは常に主とまみえます。イエス・キリスト抜きで、彼から離れて、神を見いだそうとしている多くの人々がいます。彼らは神を見いだせませんし、決して見いだせないでしょう。ああ、このような痛ましい悲劇的な事例がどれほどあることか。私たちは彼らの話を聞いてきました。「そうです、私は神を信じており、神に祈っています」。「あなたにとってそれは何を意味しますか？」。「そうですね、神の存在を信じることは私にとって多くのことを意味します。それは私が神について考えるのを助けてくれます」。「しかし、それはあなたの性格にどのような影響を及ぼしていますか？それは本当に罪に対する勝利を意味していますか？本当に救いを意味していますか？」。「ああ、今、あなたは私が全く知らないことを話しています」。「神の御子と、十字架上の彼の御業――罪のための彼の贖い――はどこに臨んでいますか？」。「ああ、だめです、そんなことは受け入れられません」。こうして、神を信じているにもかかわらず、彼らは暗闇の中や影の中を歩いています。なぜなら、十字架につけられたキリスト以外に、神への道は無いからです。他の道では神の目標に決して至れません。ただ彼の内にのみ、あなたは神を見いだします。十字架につけられたキリスト、あなたの贖い、あなたのいけにえであるキリスト――この御方こそ、あなたの心と共におられる神と、神と共にあるあなたの心とがまみえる場所です。神がおられる場所はそこです。「神はキリストにあって世をご自身と和解させてくださいました」（二コリ五・十九）。そして、そこ以外では神も和解も決して見いだせません。これらの人々は神を見いだした人たちです。彼らはキリストの内に神を見いだしたのであり、小羊が宮であることを知っています。


  小羊の御座


  「もはや呪いはない。神と小羊の御座がその中にある」。私たちは御座とその意味――統治――について述べてきました。しかし、十字架につけられたキリストこそすべての問題を解決する方であり、すべての状況を治める方であるというこの真理は、なんと遠くまで及ぶ包括的なものなのでしょう。コリント人へのパウロの手紙が思い起こされます。コリントの信者たちの間のあの酷い状況が思い起こされます。そこの状況はなんと酷かったことでしょう。どんな人でも落胆してしまう状態でした。「このような状況をどうすればいいのでしょう？どうすればこれを解決できるのでしょう？」とあなたは言うかもしれません。パウロはこの状況全般に耐えつつ、それについて考え抜き、祈り抜かなければなりませんでした。その後、彼は一つの結論に達しました。「私はあなたたちの間ではイエス・キリスト、しかも十字架につけられたこの方のほかは、何も知るまいと決意しました」（一コリ二・二）。次に、彼がこれをどう適用するのかを見てください。彼は十字架につけられたキリストを彼らの分裂、訴訟、この状況全般に適用します。そしてそれから、これをすべて一つの言葉――愛――に帰着させます（一コリ十三）。愛はそれを解決できますし、解決するでしょう。どんな問題や状況も、十字架において表されたキリスト・イエスにあるあの神の愛によって解決可能です。確かに、十字架が統治します。それは御座です。


  これまで述べてきたことはみな、ほんのわずかにすぎませんが、その究極的意義として私たちは何に到達するのでしょう？それは二一章二四節だと思います。「諸国民はその光の中を歩み、地の王たちは彼らの栄光をその中に携えて来る」。ここに奉仕の秘訣と原則があります。（思い出してください。原則について取り扱うことは、過去・現在・未来について取り扱うことではありません。この絵図が言及しているのは未来のことだけではありません。これはたんにこれから起きることにすぎない、と見なしてはなりません。その究極的完成は未来のことかもしれませんが、その諸原則は永遠であり、常に現存します。）奉仕の諸原則、他者が供給を受け、他者が益と恩恵を得る諸原則――それが可能になるのは、主の民が小羊としてこの小羊との交わりの中にある時だけです。つまり、彼の苦難の中で彼と交わっている時だけであり、彼の十字架の道の中にある時だけです。ただこの道だけが他人に益を及ぼします。研究、知識の蓄積、いかなる技術によっても、他の人々の霊の命に真に仕えることは決してできません。他の人々があなたによって受ける益や助けの大きさは、小羊の命、十字架の道を知るあなたの知識の大きさとまさに同じです。


  そして再び、この一連の学びでしばしば述べてきたこの点に私は戻ることにします。私たちが小羊としてこの小羊にどの程度従うのか、そして、この言葉が意味する内容にどの程度従うのかに応じて、私たちは現在及び永遠において、他の人々に益を及ぼして神にとって価値ある者となります――まさにどの程度従うかによります。ですから、主があなたを人並み以上に苦難の中に連れて行かれるように思われるとき、あなたの道がただならぬ困難な道に思われて、主の御手があなたの上にとても重くのしかかっているように思われるとき、それを神の書全体のこの究極的結果の光の中で解釈しなさい。つまり、それは他の人々が益を受けるためであり、神があなたを連れて行かれるその道によって他の人々が何らかの益に浴するためなのです。


  これこそ真に奉仕の道です。奉仕の原則は苦難です。それから逃れることはできません。そして益の大きさは、あなたがどの程度彼の苦難の中で彼と交わるかによります。繰り返しますが、私たちはこれから逃れることはできません――これは確かです。おそらく、今はまだこれを理解できない人もいるでしょう。主が自分たちを用いてこられたのは、主が自分たちをその中に導いた困難な道のためだったことを、はっきりとは理解できない人もいるでしょう――これがその正当な理由だったのです。至る所に小羊がおられ、あらゆるものの上にその証印がありますが、究極的にそれは益をもたらします。「諸国民は（中略）その光の中を歩み」。彼らはこれから益を受けます。これはどこから見たとしても、その周辺から中心まで行くと、そこに小羊がおられます。神はご自身の民に小羊をもって刻印し、証印を押されます。そしてこうして、この道具、この器、宇宙的祝福のこの経路を神は獲得されます。神の御心はこの上に据えられているのです。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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